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安心して出産できるまち・都城

周産期を支える
全国トップクラスの医療
周産期
全国トップクラス

広報
幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
、
と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統

市民の願いがかなう
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安
心
し
て
出
産
で
き
る
ま
ち
・
都
城

周
産
期
を
支
え
る

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医
療

　

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
す
る
ま
で
に
は
、
母
子

の
命
が
危
う
い
状
況
も
起
こ
り
得
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
母
子
を
救
う
本
市
で
の
医
療
が
、

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

今
回
は
、
周
産
期
医
療
の
現
状
を
紹
介
し

「
安
心
し
て
出
産
で
き
る
ま
ち
・
都
城
」
を

特
集
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課　

☎
23

－
３
１
７
４

松原鉄也さん・愛さん夫妻の長女奈
な

叶
な

ちゃん（平江町、8月18日誕生）
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周産期を支える全国トップクラスの医療 都　　　城

　

妊
娠
満
22
週
か
ら
生
後
１
週
未
満
ま

で
の
出
産
に
ま
つ
わ
る
時
期
を
「
周
産

期
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
母

子
と
も
に
異
常
を
生
じ
や
す
く
、
突
発

的
な
緊
急
事
態
が
起
こ
る
可
能
性
も
高

く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
周
産
期
は
万
一
の
状
況

に
備
え
て
、
産
科
と
小
児
科
の
連
携
し

た
総
合
的
な
医
療
体
制
が
必
要
で
す
。

　

周
産
期
に
亡
く
な
っ
た
胎
児
や
新
生

児
の
割
合
で
あ
る
周
産
期
死
亡
率
【
周

産
期
死
亡
数
÷
（
出
生
数
＋
妊
娠
満
22

週
以
降
の
死
産
数
）
×
１
０
０
０
】
を

見
る
と
、
宮
崎
県
は
平
成
６
年
に
最
下

位
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
宮
崎

県
で
は
、
宮
崎
大
学
が
中
心
と
な
り
、

各
地
域
の
中
核
病
院
に
地
域
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
、

地
域
の
産
科
医
療
施
設
の
支
援
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
16
年
に
は
宮
崎
県

の
周
産
期
死
亡
率
が
全
国
で
最
も
低
く

な
り
、
飛
躍
的
に
改
善
し
ま
し
た
。
ま

た
、本
市
が
位
置
す
る
県
西
地
区
で
は
、

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
（
祝
吉
町
）
を

中
心
に
、
市
内
の
産
科
医
療
施
設
が
、

全
国
初
と
な
る
「
分
娩
時
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
危
険
な
状
態
の
妊
婦

と
胎
児
の
状
況
が
確
認
で
き
る
、
胎
児

心
拍
数
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
）
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
し
、
緊

急
時
の
連
絡
や
搬
送
が
で
き
る
体
制
が

実
現
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
生
か
す
た
め

に
、
本
市
の
周
産
期
医
療
に
携
わ
る
医

療
従
事
者
が
日
々
研
さ
ん
を
積
み
な
が

か
つ
て
「
周
産
期
死
亡
率

が
全
国
ワ
ー
ス
ト
」
だ
っ

た
宮
崎
県

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ

た
本
市
の
周
産
期
医
療

ら
、
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

本
市
の
周
産
期
死
亡
率
は
、
毎
年
、
全

国
1
位
の
都
道
府
県
の
周
産
期
死
亡
率

と
遜
色
の
な
い
低
い
値
で
推
移
し
、
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医
療
体
制
で
、
本

市
の
母
子
の
命
を
守
っ
て
い
ま
す
。
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周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

　

宮
崎
大
学
は
、
産
科
医
療
施
設
の
支

援
体
制
強
化
の
た
め
、
大
学
内
に
三
次

医
療
施
設
と
な
る
総
合
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
各
地
域
の
中
核
病
院
に
二
次
医
療

施
設
と
な
る
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
を
整
備
。
一
次
医
療
施
設
で
妊

婦
や
胎
児
が
危
険
な
場
合
に
支
援
で
き

る
よ
う
、
二
次
医
療
施
設
に
は
宮
崎
大

学
で
専
門
的
な
教
育
を
受
け
た
医
師
が

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
周
産
期
医
療
の
充
実
を
語
る
上
で
大
き
な
存
在
で
あ
る
宮
崎
大
学
。
宮
崎
大
学
と
県
内
の
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
一
次
医
療
施
設
な
ど
の
、
連
携
の
仕
組
み
と
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

一
次
医
療
施
設
か
ら
三
次
医

療
施
設
ま
で
の
連
携

　

一
次
医
療
施
設
で
は
、
母
子
と
も
に

健
康
で
、
安
全
か
つ
低
リ
ス
ク
の
出
産

が
見
込
ま
れ
る
妊
婦
の
健
診
か
ら
出
産

を
担
い
ま
す
。
二
次
医
療
施
設
で
は
、

一
次
医
療
施
設
で
対
応
で
き
な
い
妊
婦

を
受
け
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
二
次
医

療
施
設
で
も
対
応
が
難
し
い
妊
婦
に
つ

い
て
は
、
三
次
医
療
施
設
で
あ
る
宮
崎

大
学
が
受
け
入
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

一
次
医
療
施
設
か
ら
三
次
医
療
施
設
ま

で
が
連
携
し
、
周
産
期
の
母
子
を
守
る

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

対
応
力
を
高
め
る
研
修
体
制

　

宮
崎
大
学
で
は
、
周
産
期
医
療
従
事

者
が
、
妊
婦
や
胎
児
の
異
常
を
即
座
に

判
断
で
き
る
よ
う
に
次
の
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①�

地
域
医
療
を
担
う
医
師
た
ち
は
、
よ

り
深
い
知
識
を
身
に
付
け
高
度
な
技

術
水
準
を
保
つ
た
め
に
、
宮
崎
大
学

に
勤
務
し
、
研
修
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す

②�

二
次
・
三
次
医
療
施
設
に
勤
務
す
る

医
師
が
、
定
期
的
に
課
題
症
例
を
持

ち
寄
り
検
証
し
て
い
ま
す

③�

県
内
の
医
師
や
助
産
師
、
看
護
師
な

ど
を
対
象
に
「
宮
崎
県
産
婦
人
科
病

医
院
従
事
者
研
修
会
ひ
む
か
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

宮
崎
大
学
と
地
域
医
療
の
連
携

○○医院

総合周産期母子医療センター
（宮崎大学医学部）

地域周産期母子医療センター
（都城医療センター）

ハイリスクな妊産婦に対応

身近な「かかりつけ医」

地域の産科医療施設

三
次
医
療
施
設

二
次
医
療
施
設

一
次
医
療
施
設

より高度な医療技術で
二次でも対応できない妊産婦に対応

○○医院

一次医療施設
産科医療施設６施設
助産院………３施設

二次医療施設
地域周産期母子医療センター
（都城医療センター）

一次医療施設の
モニタリングを
リアルタイムで共有

都城圏域での仕組み

　本市を中心とした県西地区では、宮崎
大学との地域医療の連携のほかに、一次
医療施設と二次医療施設の連携を強化す
る、全国初の「分娩時医療情報ネットワー
クシステム」を構築しました。
　これは、一次医療施設と二次医療施設
をインターネット回線で結び、リアルタイム
で分娩中などの妊婦や胎児の情報を共有
します。このシステムの導入によって、より
具体的な相談や連絡が取りやすくなり、迅
速な判断や、異常時の連携と搬送が可能
になりました。

分娩時医療情報
ネットワークシステム

全国初！

都城市における
周産期医療の連携の仕組み
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宮
崎
県
の
周
産
期
医
療
を
け
ん
引
し
て
き
た
池
ノ
上
克つ

よ
む

宮
崎
大
学
長
。
周
産

期
死
亡
率
改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
、
今
後
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た
い

国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学 

池
ノ
上
　
克つ

よ
む 

大
学
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

周産期を支える全国トップクラスの医療 都　　　城

【
周
産
期
医
療
を
支
え
る
】

　

こ
こ
数
年
、
宮
崎
県
で
は
、
周
産
期

死
亡
率
は
低
い
状
況
で
す
が
、
そ
の
推

移
を
よ
く
見
る
と
波
が
あ
り
ま
す
。
宮

崎
大
学
で
は
そ
の
原
因
を
検
証
し
、
研

修
で
共
有
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
周
産
期
医
療
を
維
持
す
る
に
は
、

誰
か
が
、
緊
張
感
を
保
つ
要
と
な
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
が
私
の
役
割

だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
と

い
う
思
い
を
、
産
婦
人
科
医
や
助
産
師

が
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後

は
、
そ
の
熱
い
思
い
を
受
け
継
ぐ
産
婦

人
科
医
や
助
産
師
の
数
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
宮
崎
大
学
に
赴
任
し
た
平
成
３
年

当
時
、
宮
崎
県
は
周
産
期
死
亡
率
が
高
い

状
況
で
し
た
。
し
か
し
、周
産
期
医
療
は
、

産
婦
人
科
医
で
あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
熟
児
な
ど
リ
ス

ク
の
高
い
赤
ち
ゃ
ん
を
管
理
・
治
療
で
き

る
知
識
な
ど
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
周

産
期
医
療
を
行
う
の
は
難
し
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
医
療
従
事
者
の
教
育

が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
若
手
の
医
師

た
ち
を
対
象
に
、
妊
婦
や
胎
児
、
出
産
後

の
母
子
の
管
理
の
仕
方
を
徹
底
的
に
指

導
。
周
産
期
死
亡
率
の
改
善
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
続
け
た
結
果
、
宮
崎
県
が
全

国
で
最
も
低
く
な
り
ま
し
た
。

【
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
立
】

　

次
に
、
県
内
を
４
地
区
に
分
け
、
リ
ス

ク
の
あ
る
母
子
を
治
療
す
る
た
め
の
拠
点

を
整
備
。
県
西
地
区
で
は
、
周
産
期
医
療

を
行
っ
て
い
た
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を
図
り
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県
内
の
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
、
周
産

期
医
療
を
習
得
し
た
宮
崎
大
学
の
医
師
を

派
遣
。
こ
の
体
制
が
整
う
ま
で
に
、
７

年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

【
県
西
地
区（
都
城
市
）で
の
取
り
組
み
】

　

取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
県
の
周
産

期
死
亡
率
が
下
が
り
、
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

な
ぜ
か
県
西
地
区
だ
け
は
周
産
期
死
亡

率
が
高
く
、
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
都
城
市
の
産
婦
人
科
医
同

士
は
仲
が
良
く
、
横
の
つ
な
が
り
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
医
師
と
し
て

彼
ら
の
先
輩
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

宮
崎
大
学
と
の
連
携
体
制
を
取
り
や
す

い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当

時
、
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
周
産
期

医
療
と
が
ん
医
療
に
特
化
し
た
病
院
と

し
て
建
て
直
し
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
機
会
に
県
の
補
助
金
を
活
用

し
て
導
入
し
た
の
が
、「
分
娩
時
医
療

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」（
シ

ス
テ
ム
）で
す
。こ
の
２
つ
に
よ
っ
て
、

県
西
地
区
の
周
産
期
医
療
体
制
が
強
化

で
き
ま
し
た
。

【
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
周
産
期
医
療
】

　

シ
ス
テ
ム
で
は
、
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー
が
、
各
一
次
医
療
施
設
の
妊
婦
の

胎
児
心
拍
数
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
）
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
。

産
婦
人
科
医
に
と
っ
て
、
分
娩
時
の
リ

ス
ク
対
応
を
１
人
で
判
断
・
決
定
す
る

の
は
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
、
二
次
医

療
施
設
の
医
師
に
と
っ
て
も
、
急
に
危

険
な
状
態
の
妊
産
婦
が
搬
送
さ
れ
て

き
て
も
対
応
が
困
難
で
す
。
そ
の
た

め
、
同
じ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
情
報
を
共

有
し
、
相
談
し
な
が
ら
危
険
な
場
合
に

は
搬
送
し
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
一

次
と
二
次
の
医
師
が
一
緒
に
悩
ん
で
議

論
を
す
る
こ
と
で
、
答
え
を
導
き
出
す

ツ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、

分
娩
の
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
、
一
次
、
二

次
、
三
次
で
対
応
す
る
妊
産
婦
が
明
確

に
な
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
周
産
期
医
療
が
実
現
し
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

医
学
博
士

昭
和
45
年
鹿
児
島
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

平
成
３
年
宮
崎
医
科
大
学
医
学
部
教
授

平
成
19
年
10
月 

宮
崎
大
学
医
学
部
長

平
成
27
年
10
月 

宮
崎
大
学
長

Miyakonojo City Public Relations 2017.95



二次医療施設

徳永　修一
医　長

一次医療施設

中山　郁男
院　長

一
次
医
療
施
設
と
二
次
医
療
施
設
の
医
師
に
、
分
娩
時
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
、
本
市
の
周
産
期
医
療

に
つ
い
て
対
談
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

医
学
博
士

平
成
4
年
高
知
医
科
大
学
卒
業

　
　
　
　

宮
崎
医
科
大
学
産
婦
人
科
入
局

平
成
9
年
日
本
産
婦
人
科
学
会
産
婦
人
科
専
門
医

平
成
24
年
母
体
保
護
法
指
定
医

　
　
　
　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
医
長

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

（
二
次
医
療
施
設
）

徳
永
　
修
一 

医
長

大
き
く
変
わ
っ
た

都
城
の
周
産
期
医
療

中

分
娩
時
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
（
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
で
、

気
に
な
る
胎
児
心
拍
数
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
を
都
城
医
療
セ

ン
タ
ー
と
共
有
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以

前
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
フ
ァ
ク
ス
で

送
っ
て
い
ま
し
た
。

徳
危
険
な
状
態
の
妊
産
婦
へ
の
迅
速
な
対

応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
助
産
院
の
場
合
、
嘱
託
医
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
助
産
院
の
判
断
で
各
嘱
託

医
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
共
有
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
見
て
助
産
院
と
相
談

し
、
嘱
託
医
で
も
対
応
で
き
な
い
妊
産

婦
で
あ
れ
ば
、
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
に

嘱
託
医
か
ら
相
談
し
ま
す
。

徳
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
共
有
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
大
画
面
に
全
て
映
し

出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
産
婦
人
科
医
が
、

ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
産
婦
人

科
病
棟
の
ほ
か
、
手
術
室
、
当
直
室
な

ど
に
も
画
面
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

妊
産
婦
が
一
刻
を
争
う
危
険
な
状
態
の

場
合
、
手
術
中
で
あ
っ
て
も
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
見
な
が
ら
、
相
談
に
乗
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
一
次
医
療
施
設
（
一
次
）
の
医
師
の
中

に
は
、
院
内
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
自
分

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
不
測
の
事
態
に
備

え
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
導
入
の
背
景
と

メ
リ
ッ
ト

中
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
産
婦
人
科
医
が

メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
、
み
ん
な
で
や
り

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
全
て
の
一
次

が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

徳

都
城
は
産
婦
人
科
医
同
士
が
ア
ド
バ

イ
ス
を
聞
く
耳
を
持
ち
、
信
頼
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
が
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で

き
た
理
由
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全

国
初
の
シ
ス
テ
ム
は
、
他
県
で
も
導
入

の
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
う
ま
く
い
か

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中

県
内
の
産
科
医
療
機
関
は
宮
崎
大
学

を
頂
点
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
連
携
体
制
が
非
常
に
構

築
し
や
す
く
、
県
内
で
の
周
産
期
の
症

例
を
ほ
ぼ
大
学
が
把
握
し
、
細
か
な
検

証
を
行
っ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。

徳
そ
の
通
り
で
す
。
検
証

し
た
と
こ
ろ
、
シ
ス
テ

ム
導
入
後
の
出
生
児
の

臍さ
い
た
い
け
つ

帯
血
動
脈
血
Ｐ
Ｈ

７
・
１
未
満
の
症
例
数

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
簡
単
に
言
う

と
、
苦
し
い
状
態
で
生

ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん

の
数
が
減
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
一
次
・
二
次

医
療
施
設
（
二
次
）
と

も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
判
読
と
分
娩
管
理
が

改
善
さ
れ
た
結
果
と
思

わ
れ
ま
す
。

分娩時医療情報ネットワークシステム導入による分娩時比較

項目 導入前
（H23年1月～H24年5月）

導入後
（H24年6月～H25年12月） 統計学的有意差

総分娩数 2327 2748
臍帯動脈血PH7.1未満 10 3 P＝0.023
臍帯動脈血PH7.1～7.2 43 58 ns

出典：道方香織ほか、胎児心拍数ネットワーク体制

都
城
で
実
現
し
た

妊
産
婦
を
守
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

対
　
　
　
談
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中
一
次
の
医
師
と
し
て
、
や
は
り
一
番
の

メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
う
の
は
、
タ
イ
ム
ラ

グ
な
し
に
同
じ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
見
な

が
ら
相
談
で
き
る
こ
と
で
す
。

徳
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

３
つ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
１
つ
目
が

一
次
の
医
師
が
困
っ
た
と
き
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
共
有
し
て
議
論
で
き
る
こ

と
、
２
つ
目
に
一
次
側
で
気
付
か
な
い

異
変
に
二
次
側
が
気
付
け
る
こ
と
、
そ

し
て
３
つ
目
に
、
妊
産
婦
を
搬
送
す
る

際
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
情
報
を
基
に
、
受
け
入
れ
の
準
備
を

早
く
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

中
実
感
と
し
て
、
新
生
児
の
蘇
生
な
ど
の

危
険
な
状
態
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
ほ
ど
減
り
ま
し
た
。

高
リ
ス
ク
分
娩
の
状
況

徳

市
内
の
分
娩
の
約
３
割
が
都
城
医
療

セ
ン
タ
ー
で
の
分
娩
で
す
。
一
次
か
ら

紹
介
さ
れ
た
妊
産
婦
は
、
分
娩
が
終

わ
っ
て
落
ち
着
い
た
ら
一
次
に
戻
り
ま

す
。

中
約
３
割
が
リ
ス
ク
の
高
い
症
例
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
当
院
で
は
、
分

娩
の
約
１
割
を
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
い
ま
す
。

徳
リ
ス
ク
の
あ
る
妊
産
婦
の
線
引
き
は
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
一
次
か
ら
の

紹
介
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
搬
送
さ
れ
て
く
る
症
例
で
多

い
の
は
、
切
迫
早
産
や
妊
娠
高
血
圧
症

候
群
で
す
。

新
生
児
医
療

中
切
迫
早
産
な
ど
で
生
ま
れ
た
場
合
、
非

常
に
リ
ス
ク
が
高
い
未
熟
児
は
、
都
城

医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児
科
に
診
て
も
ら

い
ま
す
。

徳

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
未
熟
児

な
ど
リ
ス
ク
の
高
い
新
生
児
の
分
娩
に

は
、小
児
科
医
と
分
娩
前
か
ら
連
携
し
、

出
生
直
後
か
ら
治
療
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

中

宮
崎
大
学
で
の
新
生
児
医
療
は
、
産

婦
人
科
の
管
轄
で
し
た
ね
。

徳

は
い
。
宮
崎
県
は
特
殊
で
、
新
生
児

医
療
を
担
っ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
産

婦
人
科
医
で
す
。
県
内
に
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
は
6
つ
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
小
児
科
で
新
生
児
医
療

を
行
っ
て
い
る
の
は
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー
と
県
立
宮
崎
病
院
で
す
。
都
城
医

療
セ
ン
タ
ー
に
は
熊
本
大
学
の
小
児
科

医
、
県
立
宮
崎
病
院
は
宮
崎
大
学
の
小

児
科
医
が
い
ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
に

は
、
新
生
児
医
療
を
行
う
た
め
に
宮
崎

大
学
の
産
婦
人
科
医
が
い
ま
す
。
池
ノ

上
克
宮
崎
大
学
長
が
、
新
生
児
医
療
も

で
き
る
産
婦
人
科
医
を
育
て
よ
う
と
取

り
組
み
、
私
を
含
め
、
宮
崎
大
学
出
身

の
産
婦
人
科
医
は
新
生
児
医
療
も
学
ん

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
周
産
期
医
療

徳
周
産
期
の
死
因
で
一
番
多
い
の
は
、
常じ

ょ
う

位い

胎た
い

盤ば
ん

早そ
う

期き

剥は
く

離り

で
す
。
簡
単
に
言
う

と
、
胎
盤
が
剥
が
れ
て
く
る
症
状
の
こ

と
で
、
母
体
に
も
胎
児
に
も
非
常
に
リ

ス
ク
が
高
い
症
例
で
す
。
今
後
、
周
産

期
の
死
亡
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
い
か

に
常
位
胎
盤
早
期
剥
離
の
妊
産
婦
を
救

う
か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
一
次
と
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
の
密
な

連
携
が
重
要
で
す
。
シ
ス
テ
ム
で
は
発

症
頻
度
は
減
ら
せ
ま
せ
ん
が
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
見
な
が
ら
相
談
し
、
早
め
に

判
断
・
治
療
を
す
る
こ
と
で
母
子
を
救

え
ま
す
。

中
加
え
て
、
シ
ス
テ
ム
は
医
師
や
助
産
師

な
ど
、
み
ん
な
で
妊
産
婦
を
診
て
い
ま

す
。
母
子
と
も
に
元
気
で
生
ま
れ
る
よ

う
に
、
医
師
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
助

産
師
た
ち
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
読
み
解

く
力
も
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

徳

そ
の
通
り
で
す
。
そ
の
こ
と
で
、
異

常
を
い
ち
早
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
リ
ス
ク
回
避
に
つ
な
が
り
ま
す
。

中
シ
ス
テ
ム
の
導
入
か
ら
５
年
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
維
持
す
る
う
え
で
、

ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
で
の
更
新
も
必

要
に
な
り
ま
す
。

徳
相
談
や
対
応
の
記
録
を
整
理
す
る
機
能

が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
シ
ス
テ
ム
運
用

の
検
証
が
可
能
と
な
り
、
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
都
城
市
の
周
産
期
医
療
の
維
持
に

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

昭
和
57
年
福
岡
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

　
　
　
　

福
岡
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
入
局

昭
和
60
年
宮
崎
医
科
大
学
産
婦
人
科
入
局

昭
和
62
年
日
本
産
婦
人
科
学
会
産
婦
人
科
専
門
医

平
成
4
年
中
山
産
婦
人
科
医
院
入
職

　
　
　
　

母
体
保
護
法
指
定
医

中
山
産
婦
人
科
医
院

（
一
次
医
療
施
設
）

中
山
　
郁
男 

院
長

周産期を支える全国トップクラスの医療 都　　　城
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妊
産
婦
に
寄
り
添
う

助
産
師
と
看
護
師

・
保
健
師
の
話

　

妊
娠
中
や
、
産
後
の
マ
マ
の
体
と
心

に
つ
い
て
話
し
ま
す

・
栄
養
士
の
話

　

赤
ち
ゃ
ん
が
す
く
す
く
と
元
気
に
育

つ
た
め
の
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
に
つ
い
て
話
し
ま
す

・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
体
験

　

赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
や
お
む
つ
替
え

な
ど
、
人
形
を
使
っ
て
体
験
し
ま
す

・
パ
パ
の
妊
婦
体
験

　

パ
パ
が
妊

婦
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
付
け
、

寝
転
ん
だ
り
、

買
い
物
袋
を

下
げ
て
歩
い

た
り
し
て
、

妊
婦
の
生
活

を
体
験
し
ま

す

妊
娠
の
届
け
出
・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

妊
娠
が
分
か
っ
た
人
や
転
入
し
て
き

た
妊
婦
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
に
よ
り
、
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

し
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査

　

妊
婦
が
、
定
期
的
に
受
診
す
る
健
康

診
査
の
費
用
を
一
部
助
成
す
る
、
妊
婦

健
康
診
査
助
成
券
を
交
付
。助
成
券
は
、

県
内
の
医
療
機
関
お
よ
び
市
内
や
三
股

町
内
の
助
産
院
で
使
用
で
き
ま
す
。

妊
婦
訪
問
指
導

　

妊
婦
が
、
無
事
に
出
産
し
、
産
後
も

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
に
、
必

要
に
応
じ
て
保
健
師
や
助
産
師
が
訪
問

指
導
を
行
い
ま
す
。

パ
パ
マ
マ
教
室

　

妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
安
心
し
て

出
産
や
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
教
室
で
す
。

　

妊
産
婦
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
存
在

と
な
る
の
が
、
助
産
師
や
看
護
師
。
ま

た
、
産
婦
人
科
医
に
と
っ
て
は
、
助
産

師
ら
か
ら
の
多
く
の
情
報
が
、
分
娩
時

の
的
確
な
判
断
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
な
周
産
期
の
医
療
体
制
を
継
続

す
る
に
は
、
医
師
だ
け
で
は
な
く
、
助

産
師
や
看
護
師
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
変

化
を
読
み
解
く
力
を
高
め
る
な
ど
技
術

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
都
城
市
内
の
産
婦
人
科
医

や
助
産
師
な
ど
周
産
期
医
療
に
携
わ
る

講習会で一人一人がレベルアップ

中山産婦人科医院
瀬戸山��和代�助産師

　７月19日の講習会で、 勤
務先の同僚と、高リスク分
娩のモニタリングを報告し
ながら、池ノ上克宮崎大学

長から多くのアドバイスをもらいました。
　参加者は、この講習会で報告される難しい
分娩の実例から、さまざまな知識や対処法を
身に付けています。これにより、現場で私た
ちは、都城医療センターと当院院長と共に、
相談しながら安全な出産ができるよう努めて
います。
　この講習会を通して、出産に携わる医師や
助産師など、病院スタッフのレベルが向上し
ているのはもちろん、参加者が情報共有する
ことで、地域全体の周産期医療のレベルが
確実に向上していることを実感しています。

人
た
ち
が
、
自
発
的
に
始
め
た
講
習
会

が
月
１
回
、
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
ノ
上
克
宮
崎
大

学
長
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を
務

め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
医
療
処
置
な
ど

に
つ
い
て
検
証
・
研
究
を
重
ね
、
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

妊
産
婦
が
安
心
し
て
元
気
な
赤
ち
ゃ

ん
を
産
め
る
よ
う
、
医
師
や
助
産
師
な

ど
の
垣
根
を
越
え
て
、
知
識
や
技
術
を

共
有
し
な
が
ら
、
本
市
の
周
産
期
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
。

妊
婦
の
相
談
窓
口

市
役
所
の
保
健
師

　

市
役
所
に
は
、
妊
娠
や
出
産
に
不
安
を
感
じ
る
妊
婦
に
寄
り
添
う
保
健
師
が
い
ま

す
。
ま
た
、
訪
問
指
導
な
ど
妊
婦
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

こ
ど
も
課
ま
た
は
東
部
・
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

2
6
8
4
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安
心
で
き
る
出
産
環
境

身近なかかりつけ医
都城圏域の産科医療施設と助産院

初
め
て
の
出
産
を
前
に

紗
代
さ
ん
：
初
め
て
の
出
産
は
や
っ
ぱ

り
不
安
で
す
。
最
初
は
う
れ
し
く
て
楽

し
み
だ
け
で
し
た
が
、
体
の
変
化
と
と

も
に
不
安
な
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

和
宏
さ
ん
：
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
実
感

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
パ

パ
マ
マ
教
室
に
参
加
し
て
、
話
を
聞
い

た
り
、
お
む
つ
替
え
な
ど
を
体
験
し
た

り
し
た
こ
と
で
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。

身
近
に
感
じ
た
周
産
期
医
療

和
宏
さ
ん
：
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
と
市

内
の
産
婦
人
科
医
院
が
連
携
し
て
い
る

こ
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

詳
し
い
内
容
を
知
り
、
都
城
の
周
産
期

医
療
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
聞
い
て
、

と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。

紗
代
さ
ん
：
助
産
師
さ
ん
を
始
め
、
た

く
さ
ん
の
人
の
協
力
が
私
た
ち
の
出
産

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。

　

初
め
て
の
出
産
を
前
に
、
期
待
が
膨
ら
む
反
面
、
不
安
も
感
じ
る
も
の
で
す
。
そ

の
不
安
を
和
ら
げ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
で
き
る
パ
パ
マ
マ
教
室
。
そ
の

教
室
に
参
加
し
た
夫
婦
に
、教
室
の
感
想
や
都
城
で
の
出
産
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

  取材を終えて
　赤ちゃんの誕生は、父親や母親だけでなく、周りの人も幸
せにします。しかし、その過程では、命の危険も起こり得ま
す。今回、赤ちゃんの誕生に携わる「周産期医療」について、
さまざまな立場の人に話を聞くことができました。
　宮崎県の周産期医療をけん引する池ノ上克宮崎大学長の

「一人でも多くの命を救いたい」との熱い思いが形となり、本
市が先駆けとなった県内産科医療施設の連携体制は、出産
を迎える人にとって、何ものにも代え難い安心できるもので
す。
　また、今回、取材した医師と助産師の話に共通していた
のが、「全国トップクラスの周産期医療」を提供しているとい
う自負。そのことが自ら研修を企画し、複雑なモニタリング
を読み解く技術向上を図るなど、トップクラス維持につながっ
ていると感じました。
　産婦人科がなくなっていく地域もある中、分娩時医療情報
ネットワークシステムで一次・二次の医師たちが見守る本市
の環境は、どこにでもあるものではありません。全国トップ
クラスの周産期医療を提供するため、日々研さんを積む医師
たちが支える「安心して出産できるまち・都城」を誇りに思い、
多くの人に知ってもらいたいと思いました。

西山　和
かずひろ

宏さん・紗
さ よ

代さん（早鈴町）

　妊娠かなと思った時に受診できる、身近な
一次医療施設を紹介します。

産科医療施設
都城市平塚町3016
☎22 -4585
都城市北原町11-5
☎22-4133
都城市東町3街区16号
☎23-1152
都城市前田町17街区32
☎23-8815
都城市蔵原町9-18
☎24-8553
都城市八幡町4-2
☎23-7060

助産院
都城市南鷹尾町42-18
☎25-5557
都城市乙房町1588番地1
☎37-2424 
三股町新馬場25-3
☎51-2085

いそいち産婦人科医院

北原医院

すみ産婦人科医院

中山産婦人科医院

野田医院

丸田病院

上田助産院

ほのか助産院

みまた助産院

※五十音順

周産期を支える全国トップクラスの医療 都　　　城
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家
具
な
ど
の

転
倒
防
止
対
策

避
難
場
所
や
連
絡
方
法
を

家
族
で
話
し
合
う

３
日
分
以
上
の
水
と
食
料
の

持
ち
出
し
準
備

つ
な
が
り
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

自助 共助

公助

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

国、県、市町村などの行政機関
による救助・援助など

自分の身は
自分で守る

災害時の
被害を抑
える

地域の防災力

　

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
防
災
や
減
災
活
動
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
「
自
助
」
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
ち
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
日
頃
か
ら
自
分
の
命
の
守
り
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23

－
２
１
２
９

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死

者
の
８
割
以
上
が
家
屋
の
倒
壊
や

家
具
な
ど
の
転
倒
に
よ
る
圧
迫
死

で
し
た
。
特
に
、
寝
る
場
所
や
居

間
な
ど
、
よ
く
い
る
場
所
の
家
具

や
家
電
製
品
が
倒
れ
な
い
よ
う
に

固
定
し
ま
し
ょ
う
。

命を守る３つのポイント

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
行
政

機
関
が
中
心
と
な
る
「
公
助
」
だ
け
で

は
早
急
な
対
策
を
取
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
が
極

め
て
重
要
で
す
。

　

特
に
、自
分
の
命
は
自
分
で
守
る「
自

助
」
は
、
防
災
の
基
本
。
自
分
の
命
を

守
る
こ
と
で
、
家
族
や
友
人
、
隣
人
な

ど
を
助
け
、
協
力
し
合
う
「
共
助
」
に

　

日
中
、
自
宅
や
職
場
、
学
校
な
ど
家

族
が
離
れ
離
れ
の
と
き
に
も
災
害
は
起

こ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
防
災
マ
ッ
プ
で
自
宅
近

く
の
避
難
所
や
職
場
近
く
の
避
難
所
、

避
難
経
路
、

緊
急
時
の
連

絡
方
法
な
ど

を
家
族
で
話

し
合
い
、
確

認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

備
蓄
品
（
ス
ト
ッ
ク
）
は
、
１
人
に

つ
き
最
低
３
日
分
の
水
と
食
料
を
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
備
蓄
し

た
食
料
品
は
、
消
費
期
限
な
ど
を
確
認

し
て
定
期
的
に
食
べ
、
食
べ
た
分
を
買

い
足
す
こ
と（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
）

で
、
無
駄
が
あ
り
ま
せ
ん
。

早めに逃げる！
「命を守る」判断ができるのは、
「自分」です

「
自
助
」
は
防
災
の
基
本

保存性が良く、食べ慣れた
ものを少し多めに買い置き

❸ 

買
い
足
す

❶ 

備
え
る

❷ 食べる

ローリング
ストック

避難の心構え

　市は、災害につながる大雨や地震など
に対して避難情報を発令します。
　災害時にはそれらの情報や身の周りの
状況などを確認し、一人一人が状況判断
しながら、自分で気付き、考え、行動す
ることが大切です。

目
指
そ
う
、「
自
助
力
日
本
一
」
！

自
分
の
命
は
、

　
自
分
で
守
る
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【
防
災
力
の
強
化
に
つ
な
が
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
】

　

地
域
防
災
力
の
強
化
の
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
住
民
同
士
で
声
掛
け
し
た
り
、

地
域
で
活
動
し
た
り
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
重
要
で
す
。

【
求
め
ら
れ
る
多
様
な
連
携
】

　

女
性
や
子
ど
も
な
ど
幅
広
い
世
代
の

参
加
を
促
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、

消
防
団
や
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

事
業
所
な
ど
、

地
域
の
多
様
な

組
織
と
の
連
携

が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　今年で７年目を迎え
た自主防災訓練で、初
めて図上訓練を行いま
した。
　防災士の指導の下、
当地区の白地図を見な
がら、主要な道路や公
的施設を書き込み、土
砂崩れや浸水などの危
険箇所、昭和56年以前

に建てられた民家などを確認しながら図示。
住民408人のうち65歳以上の人が189人（高齢
化率約45％）で、 1人暮らしも多い当地区内
の避難所までの経路を、地震や大雨などを想
定しながら確認しました。
　今回の訓練を通して、住民同士が話し合い、
自分の安全確保のための避難経路などを確認
できたのは、とても良かったと思います。

高城第13自治公民館
館長
二見  法

の り

雄
お

さん

図上訓練で、身の周りの危険箇所を確認！
　

一
人
一
人
の
「
自
助
」
が
集
ま
り
機

能
す
る
共
助
「
自
主
防
災
組
織
」
が
、

市
内
各
地
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
る
】

　

阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、

生
き
埋
め
に

な
っ
た
人
を
救

出
し
た
の
は
、

自
衛
隊
や
消
防

な
ど
が
約
19
㌫

で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
近
隣
住

民
に
よ
る
救
出

消防・救急　「119」 警察　「110」
災害用伝言ダイヤル　「171」

道路の被害
側溝・排水路などの氾濫 維持管理課　☎23-2752

田畑の土手崩れ 農村整備課　☎23-2981

避難所 コミュニティ文化課　☎23-7146

浸水家屋の消毒 環境政策課　☎23-2130

水道の断水 上下水道局　☎23-4510

り災証明、
災害全般・災害救助資金融資制度 危機管理課　☎23-2129

は
約
77
㌫
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
守
る
」
と
い
う
考
え
方
が
全
国
に

広
ま
り
、
本
市
で
も
自
治
公
民
館
３
０

３
館
の
う
ち
、
２
６
８
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
て
、
組
織
率
は

88
・
４
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
自
主
防
災
組
織
の
主
な
役
割
】

①�

出
火
防
止
や
初
期
消
火
、救
助
な
ど
、

近
隣
で
の
助
け
合
い

②
安
否
や
被
害
状
況
の
把
握

③�

避
難
誘
導
や
一
人
で
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ
の
支
援

④
地
区
内
で
の
初
期
消
火
や
救
出
活
動

⑤
避
難
所
運
営

自主防災組織結成率の推移

結成数

団体

H18 H23 H28

268
(88.4%)199

(65.7%)123
(40.6%)

0

100

200

自
助
が
集
ま
り
機
能
す
る

自
主
防
災
組
織

▼いざというときの連絡先を再確認▼

▼災害時に役立つ情報を入手して自助力を高めよう！▼

宮崎県防災・防犯情報メールサービス
気象に関する情報のほか、避難情報
を随時配信します。

スマートフォンアプリ「みたチョ」
最寄りの避難所の位置などを確認
できます。

「Yahoo!　防災速報」
今年の9月14日㈭から、災害時に市の
情報が配信されます。
https://emg.yahoo.co.jp

「九州電力携帯メールサービス」
停電情報などを確認できます。
㈱九州電力都城営業所　☎ 0120-986-705
※このほか、都城市ホームページやフェイスブックでも情報を発信しています
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中心市街地中核施設の
「愛称」と「ロゴデザイン」が

決まりました

　現在、整備を進めている中心市街地中核施設（図書館など８施設）は、12月に全ての施設が竣工し、
来春、開業する予定です。今回は、このほど決定した中核施設全体および子育て世代活動支援セン
ターの愛称と、ロゴデザインを紹介します。これらの愛称とロゴは、施設サインや刊行物などに活
用していきます。　　　　　　　　　　　　　　　　  ◎問い合わせ　商工政策課　電話 23-2983

●
愛
称
の
由
来

　
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
と
は
、
ま
ち
の
中
心

を
意
味
し
、
人
々
が
集
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
場

所
で
す
。
こ
れ
を
２
つ
重
ね

て
、
イ
ギ
リ
ス
風
に
「
ま
る

ま
る
」
と
読
む
こ
と
で
、
柔

ら
か
く
親
し
み
や
す
い
施
設

で
あ
る
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
ま
す

●
選
定
理
由

　
「
ま
ち
の
中
心
」
を
意
味

す
る
こ
の
言
葉
は
、
中
核
施

設
の
位
置
付
け
を
適
確
に
表

現
。
そ
し
て
、「
ま
る
ま
る
」
と
読
む

こ
と
で
、
そ
の
か
わ
い
ら
し
い
印
象
に

加
え
て
旧
都
城
大
丸
も
連
想
で
き
、
幅

広
い
世
代
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す

●
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

　
岐
阜
市
在
住
で
、
図
書
館
の
サ
イ
ン

表
示
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
手

掛
け
る
井
口
仁じ

ん

長ち
ょ
う

さ
ん
が
作
成
。
井
口

さ
ん
は
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
回
の

受
賞
歴
が
あ
り
ま
す

●
愛
称
の
由
来

　
「
い
な
い
、
い
な
い
、
ば
ぁ
」（
＝

Play�Peekaboo

＝
プ
レ
イ�

ピ
カ�

ブ
ゥ
）

を
略
し
た
も
の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
を

あ
や
す
姿
を
表
現
し
ま
し
た

●
選
定
理
由

　
「Play�Peekaboo

」
と
い
う
こ
の
表

現
は
、
新
し
い
子
育
て
支
援
施
設
の
利

用
者
で
あ
る
、
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

を
優
し
く
出
迎

え
、
そ
の
由
来

か
ら
も
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん

に
定
着
し
て
い

く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す

中
核
施
設
全
体
の
愛
称

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ（
ま
る
ま
る
）」

子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

「
ぷ
れ
ぴ
か
」

　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
中
心
市

街
地
中
核
施
設
は
、
図
書
館
や
屋
根
付

き
多
目
的
広
場
な
ど
8
つ
の
施
設
が
集

ま
っ
た
複
合
施
設
で
す
。

　

各
施
設
の
正
式
な
名
称
に
加
え
愛
称

ま
で
名
付
け
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
初
は
愛
称
を
付
け
る
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
建
設
が

進
む
中
で
、
親
し
み
や
す
い
名
称
を
求

め
る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、

完
成
ま
で
の
時
間
を
考
慮
し
な
が
ら
、

検
討
委
員
会
を
組
織
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
愛
称
や
ロ

ゴ
を
作
成
し
ま
し
た
。
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本
市
の
発
案
に
よ
り
、
９
月
25
日
㈪
か
ら
全
国
で
ス
タ
ー
ト

す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス

（https://w
w

w
.m

eibutsu-choice.jp/

）」。
今
回
は
、
サ
イ

サ
イ
ト
の
概
要
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

７
１
６
１

　

本
市
を
は
じ
め
、
全
国
の
自
治
体
の

魅
力
あ
る
商
品
を
販
売
。利
用
方
法
は
、

一
般
的
な
通
販
サ
イ
ト
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、「
地
域
経
済
応
援
ポ

イ
ン
ト
」
を
使
え
る
こ
と
が
大
き
く
異

な
り
ま
す
。

【
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
】

　

地
域
の
消
費
拡
大
推
進
の
た
め
に
導

入
さ
れ
る
「
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン

ト
」。
マ
イ
レ
ー
ジ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、
地
域
経
済

応
援
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
の
ほ
か
、

今
後
、
地
域
の
商
店
で
の
買
い
物
や
公

共
施
設
の
使
用
料
な
ど
に
利
用
で
き
る

予
定
で
す
。
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト

を
利
用
す
る
に
は
、
利
用
し
た
い
自
治

体
を
決
め
、
そ
の
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト

に
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
な

　

ど
を
、
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト
に
交
換

　

す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　

ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

特
産
品
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
都
城

市
を
応
援
で
き
る
本
サ
イ
ト
。
皆
さ
ん

は
、皆
さ
ん
の
住
む
都
城
市
に
対
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
本

サ
イ
ト
で
は
、
都

城
市
の
特
産
品
を

購
入
で
き
ま
す
。

自
宅
向
け
の
ほ
か
、

お
中
元
や
お
歳
暮

な
ど
の
購
入
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
生
活
を
便
利
に
し
た
道
具

　
　

 

～
先
人
の
知
恵
と
努
力
の
結
晶
】

　

人
生
の
節
目
を
振
り
返
る
、
大
人
向

け
の
展
示
で
す
。

●
電
気
洗
濯
機
（
一
槽
式
）

昭
和
30
年
代
か
ら
、
一
般
家
庭
に
普
及

し
は
じ
め
た
電
気
洗
濯
機
。
初
め
て
手

動
の
ロ
ー
ラ
ー
絞
り
機
を
使
っ
た
主
婦

は
、
力
の
い

る
絞
り
作
業

が
大
幅
に
軽

減
さ
れ
た
こ

と
に
感
激
し

ま
し
た

●
そ
の
他
の
展
示
資
料　

氷
冷
蔵
庫
、
炭
火
ア
イ
ロ
ン
、
回
転
こ

た
つ
、
昭
和
39
年
頃
の
家
庭
の
だ
ん
ら

ん
風
景
、
紙
芝
居
自
転
車
の
再
現
な
ど

【
胸
躍
ら
せ
た
お
も
ち
ゃ
た
ち
】

　

今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
新

鮮
で
想
像
力
を
か
き
立
て
る
よ
う
な
レ

ト
ロ
な
お
も
ち
ゃ
を
展
示
し
ま
す
。

●
超
合
金
ロ
ボ
ッ
ト
・
着
せ
替
え
人
形

昭
和
40
年
以
降

の
子
ど
も
に
爆

発
的
な
人
気
を

博
し
た
、
お
も

ち
ゃ
人
形
玩
具

を
展
示
し
ま
す

●
そ
の
他
の
展
示
資
料

メ
ン
コ
、
お
手
玉
、
ブ
リ
キ
の
乗
り
物
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
機
な
ど

　

毎
年
恒
例
の「
む
か
し
の
道
具
展
」。今
回
は
２
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、道
具
が
日
々

の
暮
ら
し
に
根
付
い
て
い
く
中
で
、
物
と
心
の
両
面
に
お
け
る
豊
か
さ
を
い
か
に
担

っ
て
き
た
か
を
回
顧
し
、
世
代
を
超
え
た
語
ら
い
の
場
と
し
て
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

昭
和
を
見
て
き
た
道
具
展

～
回
想
　
童
心
に
返
る
ひ
と
と
き
～

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」

「
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
」
が
使
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

●
会
期

９
月
８
日
㈮
～
11
月
26
日
㈰

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の

　

場
合
は
そ
の
翌
日
）。
９
月
19
日

　

㈫
・
20
日
㈬
は
休
館

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
５
０
円
）

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
の
特
徴

購
入
し
て
、
都
城
の
活
性
化
に
貢
献

交換

利用したい自治体のポ
イントに交換し、「め
いぶつチョイス」ほか、
地域の商店や公共施設
の使用料に利用。

クレジットカードのポイ
ントやマイレージなど

めいぶつチョイス

地域経済応援ポイント

Miyakonojo City Public Relations 2017.913



ふ
る
さ
と
納
税
が
つ
な
ぐ
支
援
の
輪

九
州
北
部
豪
雨
災
害
被
災
地

を
支
援
す
る
た
め
の
義
援
金
が

７
月
19
日
、
都
城
市
ふ
る
さ
と

納
税
振
興
協
議
会
か
ら
池
田
市

長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
発
送
す

る
84
事
業
者
で
構
成
す
る
同
協

議
会
。
こ
の
義
援
金
は
、
７
月

５
日
か
ら
の
豪
雨
で
被
害
を
受

け
た
九
州
北
部
地
域
に
、
日
本

赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部
都
城
地

区
を
通
じ
て
届
け
ら
れ
ま
す
。

同
協
議
会
の
久
保
順
一
会
長

は
「
会
員
の
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
集
ま

り
、
義
援
金
を
送
る
こ
と
が
実

現
で
き
た
。
被
災
地
の
復
興
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

都
城
で
育
て
た
肉
牛
を
全
国
１
位
に
！

９
月
７
日
か
ら
宮
城
県
仙
台

市
で
開
催
さ
れ
る
第
11
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
・
第
８
区「
肉

牛
の
部
」
に
、
宮
崎
県
代
表
と

し
て
選
ば
れ
た
薬
師
憲
一
さ
ん

（
高
崎
町
縄
瀬
）が
７
月
18
日
、

池
田
市
長
へ
出
品
を
報
告
し
ま

し
た
。
約
３
０
０
頭
の
肉
牛
を

肥
育
す
る
薬
師
さ
ん
は
、
就
農

25
年
目
の
中
堅
肥
育
農
家
。
今

回
の
出
品
牛
「
満ま
ん

天て
ん

明め
い

彰し
ょ
う

」
号

に
は
、
餌
や
温
度
管
理
な
ど
特

に
気
を
配
り
ま
し
た
。
池
田
市

長
は
「
市
民
の
期
待
を
力
に
変

え
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
。
薬
師
さ
ん
は
「
暑
さ
で

牛
の
食
べ
る
量
が
落
ち
な
い
よ

う
、
万
全
な
態
勢
で
本
番
を
迎

え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

夢
を
持
つ
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ

Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
夢
の
教
室
」
が
７
月
18

日
、
南
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
を

「
夢
先
生
」
と
し
て
学
校
に
派

遣
し
、「
夢
を
持
つ
こ
と
、
そ

の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
」
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
こ
の
事
業
。
児
童
ら

は
、
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
平

瀬
真
由
美
さ
ん
の
経
験
を
元
に

し
た
、
夢
を
か
な
え
る
た
め
の

努
力
や
大
切
に
し
た
こ
と
な
ど

の
話
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
講
義
を
受
け
た
児

童
ら
は
、
将
来
の
夢
や
好
き
な

こ
と
な
ど
を
ま
と
め
る
「
夢
シ

ー
ト
」
を
記
入
し
、
元
気
よ
く

発
表
し
て
い
ま
し
た
。

深
ま
る
モ
ン
ゴ
ル
と
の
絆

都
城
市
民
交
流
団
が
７
月
31

日
か
ら
８
月
７
日
に
か
け
て
、

本
市
の
友
好
交
流
都
市
で
あ
る

モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
に

先
立
ち
、
７
月
25
日
に
は
出
発

式
を
実
施
。
交
流
団
員
10
人
が

モ
ン
ゴ
ル
訪
問
へ
の
抱
負
を
語

り
、
池
田
市
長
が
激
励
し
ま
し

た
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
に
到

着
し
た
団
員
ら
は
、
移
動
式
住

居
「
ゲ
ル
」
で
の
生
活
や
乗
馬

な
ど
、
遊
牧
民
の
暮
ら
し
を
体

験
。
ま
た
、
日
本
の
文
化
を
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
人
た
ち
に
紹

介
す
る
た
め
、浴
衣
を
着
て「
も

ち
お
桜
音
頭
」
を
踊
る
な
ど
、

都
城
と
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
友

好
の
絆
を
一
層
深
め
ま
し
た
。

慢
性
腎
臓
病
の
重
症
化
を
抑
制

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の

重
症
化
予
防
の
た
め
、
診
療
に

当
た
る
か
か
り
つ
け
医
と
腎
臓

専
門
医
の
円
滑
な
診
療
連
携
を

図
る
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
連
携
シ
ス

テ
ム
」
の
稼
働
に
合
わ
せ
た
認

定
証
の
交
付
式
が
７
月
26
日
、

市
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
透

析
導
入
抑
制
の
た
め
の
取
り
組

み
。
今
回
は
「
第
１
回
都
城
市

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
連
携
医
認
定
研

修
」
を
受
講
し
た
医
師
を
認
定

す
る
も
の
で
、
都
城
市
北
諸
県

郡
医
師
会
の
宇う

宿す
く

修の
ぶ

隆た
か

医
師
が

代
表
し
て
認
定
証
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
宇
宿
医
師
は
「
重
症

化
を
防
ぐ
指
導
や
治
療
な
ど
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

市民交流団モンゴル訪問

CKD認定書交付式

全国和牛能力共進会出品報告

JFAこころのプロジェクト「夢の教室」

ふるさと納税振興協議会、義援金の贈呈
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高城盆おどり 盆地まつり

多田りんご園・りんご狩り体験

科長神社六月灯・からくり花火

お雪さんの杯流し

世
界
へ
羽
ば
た
く
人
材
の
育
成

都
城
市
中
学
生
海
外
派
遣
研

修
の
出
発
式
が
７
月
28
日
、
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

８
月
３
日
か
ら
７
日
間
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
州
に
滞
在
し
、
現
地
の
中
等

学
校
で
授
業
を
受
け
た
り
、
視

察
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
国

際
性
豊
か
な
生
徒
を
育
成
す
る

こ
の
研
修
。
参
加
し
た
20
人
の

生
徒
ら
は
、
事
前
の
英
会
話
指

導
な
ど
を
通
し
て
、
英
語
力
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
式
で
は
、
一
人
一
人
、
英

語
で
抱
負
を
発
表
。
小
林
穂
乃

佳
さ
ん（
中
郷
中
３
年
）は「
た

く
さ
ん
の
人
と
交
流
し
、
日
本

で
は
で
き
な
い
経
験
を
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

経
験
を
生
か
し
地
域
振
興
に
貢
献

本
市
の
新
し
い
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
着
任
し
た
西
山
久く

瑠る

美み

さ
ん
へ
の
辞
令
交
付
式
が
８

月
１
日
、
市
長
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
千
葉
県
で
ア
パ
レ
ル
の

販
売
や
通
信
販
売
の
物
流
部
門

で
、
企
画
や
人
材
育
成
な
ど
の

業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
西
山
さ

ん
。
父
親
が
本
市
出
身
と
い
う

縁
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
婚
活
支
援
業
務
に
取
り

組
み
ま
す
。
池
田
市
長
か
ら
辞

令
を
受
け
取
る
と
、
西
山
さ
ん

は
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
も
っ
と

都
城
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
役
割

を
果
た
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

中学生海外派遣研修出発式

地域おこし協力隊辞令交付式

健
や
か
な
一
日
の
始
ま
り

山
田
町
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操
が

８
月
11
日
、
町
内
の
３
施
設
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民

の
健
康
増
進
と
交
流
を
目
的
に

山
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
企
画
し
た
こ
の
催
し
に
、
約

３
０
０
人
が
参
加
。
山
田
体
育

館
で
は
、
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

み
や
ざ
き
犬
「
む
ぅ
ち
ゃ
ん
」

と
一
緒
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
県

が
推
進
す
る「
１
１
３
０
体
操
」

を
行
い
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。
同
協
議
会
会
長
の
牛

谷
勝
郎
さ
ん
（
山
田
町
山
田
）

は
「
３
世
代
で
参
加
す
る
家
族

も
い
た
。
今
後
も
地
域
を
挙
げ

て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
」
と
初
め
て
の
企
画
に
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
市
内
各
所
で
六
月
灯

や
夏
祭
り
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
六
月
灯
な
ど
地
域

の
夏
祭
り
は
、
市
内
１
４
０
カ

所
余
り
で
開
催
。
連
日
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

都
城
の

 

夏
景
色

山田町一斉ラジオ体操
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７
月
８
日
と
９
日
に
鹿
児
島
市
で
開

催
さ
れ
た
「
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
九
州
大
会
」
で
、
都
城
工
業
高

校
建
設
技
術
部
の
坂
口
葵
さ
ん
、
武
田

真
衣
さ
ん
、松
元
優
希
君
の
チ
ー
ム
が
、

測
量
部
門
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
３
人
は
11
月
に
岡
山
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
。
同
校
の
全
国

大
会
出
場
は
、
９
年
ぶ
り
３
回
目
と
な

り
ま
す
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
工
業
高
校
生
の

も
の
づ
く
り
の
意
識
高
揚
と
、
技
術
・

技
能
の
向
上
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
全
国
大
会
は
「
も
の
づ

く
り
甲
子
園
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

電
気
工
事
や
旋せ
ん
ば
ん盤

作
業
、
化
学
分
析
な

ど
の
８
部
門
に
各
県
の
代
表
が
参
加
。

日
頃
の
学
習
の
成
果
と
技
能
を
競
い
合

い
ま
す
。

同
校
が
出
場
し
た
測
量
部
門
に
は
、

九
州
各
県
の
代
表
の
座
を
勝
ち
取
っ
た

８
校
が
出
場
し
ま
し
た
。
競
技
は
、
屋

外
で
測
量
機
器
を
使
っ
て
五
角
形
の
内

角
と
測
点
間
の
距
離
を
測
定
し
、
そ
の

値
か
ら
計
算
書
を
作
成
。
測
定
や
計
算

の
速
さ
と
正
確
さ
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
坂
口
さ
ん
ら
は
、
精
度
、
速
さ
共

に
高
い
評
価
を
得
て
、
見
事
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
。
武
田
さ
ん
は
「
正
解
と
誤

差
が
あ
り
、
１
位
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
驚
い
た
」
と
大
会
を
振
り
返

り
、
１
年
生
の
松
元
君
は
「
緊
張
し
た

け
れ
ど
、
１
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
う

れ
し
か
っ
た
」
と
喜
び
を
話
し
ま
す
。

３
人
の
所
属
す
る
建
設
技
術
部
は
、

学
科
の
専
門
性
を
高
め
る
都
城
工
業
高

校
の
伝
統
あ
る
部
活
動
で
す
。現
在
は
、

建
設
シ
ス
テ
ム
科
の
生
徒
10
人
が
所
属

し
て
い
て
、測
量
や
木
材
加
工
な
ど
を
、

実
習
を
交
え
な
が
ら
よ
り
深
く
学
ん
で

い
ま
す
。

昨
年
の
九
州
大
会
で
も
２
位
の
成
績

を
収
め
た
坂
口
さ
ん
と
武
田
さ
ん
。
毎

日
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、
先
生
や
周
り

の
人
た
ち
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
、
器
械
の
据
え
付
け
方
な
ど
を
変
え

な
が
ら
、
最
優
秀
賞
獲
得
を
目
指
し
て

精
度
を
高
め
る
こ
と
に
努
力
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

顧
問
の
皿さ

ら

良ら

誠
志
教
諭
は
、
３
人
の

受
賞
を
た
た
え
る
一
方
で
「
九
州
大
会

に
進
め
な
か
っ
た
部
員
た
ち
も
３
人
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
建
設
技
術
部
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
受

賞
に
つ
な
が
っ
た
」
と
日
頃
の
活
動
を

評
価
し
ま
す
。

11
月
の
全
国
大
会
に
向
け
て
、
坂
口

さ
ん
は
「
他
の
メ
ン
バ
ー
の
思
い
を
胸

に
、
３
年
間
の
成
果
を
出
せ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
、
武
田
さ
ん

は
「
九
州
大
会
で
は
力
を
出
し
切
れ
な

か
っ
た
の
で
、
後
悔
し
な
い
よ
う
に
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

都城工業高校　建設技術部
右から

坂口 　葵さん（３年）

武田 真衣さん（３年）

松元 優希君　（１年）
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チーム一丸となって
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ごみの収集日自動音声案内　 22-5374

昼
食
代
５
０
０
円

　

は
が
き
に
、
参
加
す
る
人
の
氏

名
、
性
別
、
住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
９
月
25
日
㈪
ま
で
に
秘
書

広
報
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
。

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
募
フ
ォ
ー
ム
で
も
受
け
付
け
ま
す

☎
23

－

３
１
７
４　

FAX�

23

－

９
８
２
４

ラ
ブ
レ
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
都
城
編

　

書
家
・
紫シ

舟シ
ュ
ーさ

ん
指
導
の
下
、
書
で
大

切
な
人
へ
手
紙
を
つ
づ
り
ま
す
。

●
日
時　

11
月
３
日
㈮　

①
10
時
30
分
～

12
時　

②
13
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
定
員　

各
50
人　

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

に
は
10
月
中
旬
に
連
絡
し
ま
す

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
参

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
10
月

４
日
㈬
ま
で
に
総
合
政
策
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す

☎
23

－

７
１
６
１　

FAX�

23

－

２
６
７
５

planning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
＠
都
城
受
講
生

　

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
な
ど
の
活
用

法
に
つ
い
て
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
事
業
計
画
を
作
成
し
、
最
後
に
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

●
日
程　

10
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰

●
場
所　

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
な
ど

●
応
募
条
件　

文
化
財
調
査
非
常
勤
嘱
託
職
員

●
対
象
・
定
員　

学
芸
員
の
有
資
格
者
、

ま
た
は
文
化
財
の
調
査
な
ど
に
従
事
し
有

資
格
者
と
同
等
の
知
識
を
持
つ
人
で
、
本

人
お
よ
び
世
帯
員
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人
・
１
人

●
雇
用
期
間　

10
月
２
日
㈪
～
平
成
30
年

３
月
ま
で
の
６
カ
月
。
そ
の
後
は
勤
務
状

況
に
応
じ
て
６
カ
月
更
新（
最
長
３
年
間
）

●
勤
務
時
間　

祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日

の
９
時
～
16
時

●
賃
金　

月
額
13
万
６
、５
０
０
円

※�

雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に

加
入

　

９
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
履
歴
書
を

文
化
財
課
（
菖
蒲
原
町
）
へ
持
参

☎
23

－

９
５
４
７

地
場
企
業
見
学
会

●
日
時　

10
月
19
日
㈭　

　
　
　
　

９
時
15
分
～
15
時
45
分

※�

都
城
運
動
公
園
野
球
場
駐
車
場
に
９
時

集
合

●
行
程　

ヤ
マ
エ
食
品
工
業
㈱
→
持
永
木

材
㈱
→
菅
公
ア
パ
レ
ル
㈱
高
城
工
場
→
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
㈱

●
対
象
・
定
員　

市
民
・
40
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
10
月
３
日
㈫
ま
で
に
連
絡
し
ま
す

●
費
用　

一
日
傷
害
保
険
料
１
０
０
円
、

①�

全
日
程
に
参
加
で
き
る
人
（
交
流
会
を

含
む
）

②�

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
空
き
店
舗
再
生
を
実

践
し
た
い
人

●
受
講
料　

１
万
円
（
教
材
費
）

※�

交
流
会
参
加
費
が
別
途
必
要

●
申
し
込
み
方
法　

９
月
22
日
㈮
ま
で
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
み

　

商
工
政
策
課　

　
　

☎
23

－

２
９
８
３

ふ
れ
あ
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
無
料
）

●
日
時　

９
月
30
日
㈯　

13
時
～
15
時

●
場
所　

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
定
員　

精
神
障
が
い
者
、
地
域

住
民
な
ど
・
約
１
０
０
人

※�

要
申
し
込
み
。
小
学
生
以
下
は
要
保
護

者
同
伴
。
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
を
持
参

●
内
容　

卓
球
バ
レ
ー
や
輪
投
げ
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
抽
選
会
ほ
か

　

９
月
14
日
㈭
ま
で
に
都
城
保
健
所

　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
内
容
・
日
時
・
出
演

ギ
タ
ー
、
オ
カ
リ
ナ

９
／
28
㈭　

12
時
20
分
～　

萩
原
博

　

�

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０ リノベーションスクール
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は申し込み、 は問い合わせの略です

�

　自分の支払い能力以上に借金し、その借金返
済のために複数の金融業者から借金を重ね、支
払いが困難な状態を「多重債務」と言います。
借金返済のために借金を繰り返しても、根本的
な解決にはなりません。また、言葉巧みに勧誘
してくる闇金融に手を出すと、さらに借金が増
えます。
　消費生活センターでは、弁護士による無料法
律相談を毎月行っています。1 人で悩まず、早
めに消費生活センターへ相談ください。

【電話・面接相談】
毎週月～金曜日　9 時～ 16 時

【弁護士法律相談（前々日までに要予約）】
●地域・日時・会場・相談電話

多重債務で困ったら、１人で悩まず、
消費生活センターへ相談ください

都城市
9／22�㈮　13時～16時
都城市消費生活センター
（市役所本館2階）　☎23－7154

三股町
10／12�㈭　13時30分～16時30分　
三股町福祉・消費生活相談センター
（三股町役場庁舎東側）　☎52－0999

都
城
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
＆
花
火
大
会

●
日
時　

10
月
７
日
㈯

【
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
】　

11
時
～
20
時

【
花
火
大
会
】　

20
時
～
21
時

※�
雨
天
時
は
10
月
８
日
㈰
に
順
延

●
場
所　

観
音
池
公
園

●
前
売
券　

２
千
円

※�

前
売
券
は
、当
日
11
時
か
ら
19
時
ま
で
、

会
場
内
で
肉
パ
ッ
ク
（
牛
・
豚
・
鶏

２
５
０
㌘
）
と
交
換

●
そ
の
他　

会
場
内
へ
の
飲
食
物
の
持
ち

込
み
は
禁
止

　
【
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
】
都
城
観
光
協

会　

☎
23

－

２
４
６
０

【
花
火
大
会
】
都
城
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
　
☎
23

－

０
５
０
２

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
シ
ネ
サ
ロ
ン
都
城
定
例
上
映
会　

さ
と

に
き
た
ら
え
え
や
ん
】

●
日
時　

９
月
16
日
㈯　

①
10
時
30
分
～

②
14
時
～　

③
19
時
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
入
場
料　

大
人
千
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

　

シ
ネ
サ
ロ
ン
都
城
（
坂
元
）

　
　

☎
80

－

６
０
２
８

【
地
獄
八
景
亡
者
戯
Ⅱ
じ
ん
た
ろ
う
と
眠

り
の
竜
の
巻
】

●
日
時　

９
月
28
日
㈭　

19
時
～

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他　

会
員
制
（
月
１
、２
０
０
円
）

【
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
こ
】

●
日
時　

10
月
21
日
㈯　

18
時
30
分
～

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他　

会
員
制
（
月
１
、２
０
０
円
）

　

み
や
こ
の
じ
ょ
う
子
ど
も
劇
場
（
今

村
）　

☎
25

－

６
４
７
７

【
盆
地
の
音
楽
家
シ
リ
ー
ズ　

今
村
岳
志

と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
十
重
奏
】

●
日
時　

10
月
１
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

大
人
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

　

都
城
音
楽
協
会（
田
口
）

　
　

☎
38

－

３
３
３
０

山
田
の
か
か
し
村
ま
つ
り

●
日
時　

９
月
23
日
㈯　

13
時
～

※�
花
火
の
打
ち
上
げ
は
20
時
～
20
時
30
分

●
場
所　

一
堂
ヶ
丘
公
園
運
動
広
場

●
内
容　

芸
能
・
芸
術
・
文
化
活
動
発
表
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ

ョ
ー
、
花
火
の
打
ち
上
げ
ほ
か

●
臨
時
駐
車
場　

①
木
之
川
内
体
育
セ
ン

タ
ー　

②
山
田
総
合
支
所　

③
宮
崎
積
水

樹
脂
前
広
場

※�

①
②
か
ら
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い

　

山
田
地
域
振
興
課

　
　

☎
64

－

１
１
１
１

都
城
市
美
術
展
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
16
日
㈯
～
10
月
１
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
17
時

※
９
月
19
日
㈫
・
25
日
㈪
は
休
館

●
場
所　

市
立
美
術
館

　

市
立
美
術
館　

☎
25

－

１
４
４
７
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ごみの収集日自動音声案内　 22-5374

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

詳
し
く
は
各
法
人
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】

　

認
知
症
の
人
や
家
族
の
ほ
か
、
誰
で
も

気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
。
交
流
し
な
が
ら
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日　

10
時
～
15
時

●
場
所　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

　
　
　
　
（
都
北
町
５
５
３
１
番
地
）

●
費
用　

昼
食
３
０
０
円

　
　
　
　

お
や
つ
・
飲
み
物
２
０
０
円

※
初
め
て
利
用
す
る
人
の
み
要
申
し
込
み

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
無
料
・
要
申
し
込
み
）】

●
日
時　

９
月
16
日
㈯　

10
時
～
12
時

●
場
所　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

　
　
　

☎
38

－

８
０
３
３

【
婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会
】

●
日
時　

９
月
12
日
㈫
・
16
日
㈯
・
23
日

㈯
・
26
日
㈫　

19
時
～
22
時

●
場
所　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

　
　
　
　
（
中
町
13
街
区
10

－

２
）

●
費
用　

５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

【
お
れ
流
・
わ
た
し
流
の
お
友
達
づ
く
り

し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）】

●
日
時　

毎
週
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜

日　

14
時
～
19
時

●
場
所　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

【
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

●
日
時　

９
月
30
日
㈯　

19
時
30
分
～

●
場
所　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
都
城
店　

●
費
用　

実
費

●
そ
の
他　

会
員
制
（
６
カ
月
５
千
円
）

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
＆
つ
な
が
り
パ
ー
テ
ィ
ー
】

●
日
時　

９
月
16
日
㈯

　
　
　
　

17
時
30
分
～
20
時
30
分

●
場
所　

ク
オ
レ
ア
（
年
見
町
４

－
17
）

●
費
用　

２
、５
０
０
円

※
要
申
し
込
み

【
ヨ
ガ
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ　

※
要
申
し
込
み

９
／
20
㈬　

14
時
～　

宮
丸
こ
ど
も
園

５
０
０
円　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ヨ
ガ

９
／
27
㈬　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
早
鈴
町
）　

千
円

親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

※
要
申
し
込
み

10
／
４
㈬　

11
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
（
郡
元
町
２
７
０
０
番
地
）　

千
円

青
空
ヨ
ガ

10
／
８
㈰　

７
時
～　

神
柱
公
園　

５
０
０
円

※�

雨
天
時
は
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
。
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
そ
う
め
ん
流
し
体
験
】

●
日
時　

９
月
17
日
㈰　

９
時
～
15
時

●
場
所　

農
業
伝
承
の
家

　
　
　
　
（
安
久
町
１
２
２
７

－

１
）

●
費
用　

１
、５
０
０
円（
昼
食
・
保
険
料
）

※�

要
申
し
込
み
。
作
業
の
で
き
る
服
装
で

参
加

　

正
応
寺
ご
ん
だ
の
会
（
石
井
）

☎
０
９
０

－
３
６
０
９

－

１
５
５
９

【
子
育
て
支
援
講
座　

完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
】

●
日
時　

10
月
12
日
㈭
～
11
月
16
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日　

10
時
30
分
～
12
時
30
分

●
場
所　

梅
北
児
童
館

●
費
用　

初
回
の
み
千
円

●
対
象　

０
歳
～
５
歳
児
の
母
親

※
要
申
し
込
み
。
託
児
付
き

　

９
月
28
日
㈭
ま
で
に
子
育
て
ネ
ッ

ト
お
ひ
さ
ま
と
は
ら
っ
ぱ
（
濵
松
）

☎
39

－

５
８
６
６

が
ん
検
診
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
日
時　

９
月
30
日
㈯　

　
　
　
　

10
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前

●
内
容　

パ
ネ
ル
展
示
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
各
種
が
ん
検
診
（
要
申
し
込
み
）

●
検
診
名
・
対
象
・
受
付
時
間
・
検
診
料

乳
が
ん
検
診

40
歳
以
上
で
和
暦
の
偶
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
昭
和
52
年
・
50
年
…
）　

①
10
時
～
11

時　

②
12
時
30
分
～
15
時　

２
千
円

肺
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
市
民　

①
10
時
～
12
時
30
分

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分　

無
料

大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）

40
歳
以
上
の
市
民　

①
10
時
～
12
時
30
分

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分　

５
０
０
円

※�

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
各

種
証
明
書
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料

が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５
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は申し込み、 は問い合わせの略です

　ジャージー種・
ガンジー種など約
100頭の乳牛を飼
育し、乳搾り体験
や、牛乳・乳製品
などの加工・販売
をしている体験型
牧場です。牧場に

製造工場と手作り工房を設け、高千穂牧場の
牛乳をたっぷり使ったヨーグルトやプリンな
どを作っていて、お客さんからも好評です。
これからも、牛乳を活用し、皆さんに喜んで
もらえる商品を増やしていきたいです。

吉之元町5265番地103
☎33－2102
4 ～10月　9：00～17：30
11～ 3 月　9：00～17：00
※不定休

6次産業化に取り組む
事業者を紹介します。

㈱高千穂牧場
営業企画課長　中島 里

り

久
く

子
こ

さん

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

●
日
時　

９
月
17
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

門
手
八
嶋
（
出
陣
の
段
、
八
嶋
合
戦
の

段
）、
間あ
い

狂
言
（
東
岳
猪
狩
）

　

�

山
之
口
地
域
振
興
課　

☎
57

－

３
１
１
１

家
計
簿
を
つ
け
て
い
な
く
た
っ
て
大
丈
夫
！

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会（
無
料
）

●
日
時　

10
月
１
日
㈰　

10
時
～
16
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

セ
ミ
ナ
ー
50
人
、
相
談
会
12
組

※
要
申
し
込
み

　

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

７
１
５
４

さ
く
ら
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
日
時　

９
月
24
日
㈰　

10
時
～
13
時

●
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸ゆ
き

の
陶と

う

」
駐
車
場

　

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　

☎
58

－

６
１
５
０

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

●
日
時　

９
月
24
日
㈰　

14
時
～

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

９
月
28
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

●
日
時　

10
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
内
容　

か
ぐ
や
姫
ほ
か

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

９
月
16
日
㈯　

11
時
～

　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

お
月
見
団
子
と
十
五
夜
料
理

10
／
４
㈬　

10
時
～
13
時　

15
人　

１
、２
０
０
円　

締
め
切
り
：
９
／
28
㈭

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

応
急
手
当
講
習
（
無
料
）

●
日
時　
９
月
29
日
㈮　

10
時
～
10
時
45
分

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
、
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

救
命
入
門
45
分
コ
ー
ス

　

消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　

☎
22

－

８
８
８
３

が
ん
患
者
家
族
交
流
会（
無
料
）

●
日
時　

９
月
26
日
㈫　

13
時
30
分
～
15

時　

※
要
申
し
込
み

●
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

リ
ン
パ
浮
腫
ケ
ア
（
セ
ル
フ

マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー　

☎
23

－

４
１
１
１
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毎月第３日曜日は「家庭の日」
�　

本
市
の
平
成
28
年
の
自
殺
者
数
は
38

人
で
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
死

亡
率
は
22
・
５
で
す
。
こ
の
値
は
平
成

15
年
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
依
然
と

し
て
高
い
状
況
で
す
。

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
は

　

悩
ん
で
い
る
人
に
「
命
を
断
つ
」
選

択
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
悩
み
を
聴
い

て
、
体
調
の
変
化
に
気
付
き
、
正
し
い

道
へ
の
案
内
を
す
る
人
で
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
は
、
次
の
４
つ

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

１
．
気
付
き

　

他
人
か
ら
は
幸
せ
そ
う
に
見
え
て

も
、
本
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
食
欲
が
無
い
」「
口
数
が
少
な
く
な
っ

た
」
な
ど
の
変
化
に
気
付
い
て
あ
げ
ま

す
。

２
．
声
掛
け

　

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
誰
に
も

打
ち
明
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
眠
れ
て
い
ま
す
か
」「
力
に
な
れ
る
こ

　

毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
、
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
命
の
大
切

さ
や
自
殺
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

と
は
な
い
で
す
か
」
な
ど
声
を
掛
け
、

話
す
き
っ
か
け
を
作
り
ま
す
。
声
を
掛

け
ら
れ
る
こ
と
で
我
に
返
り
、
自
殺
を

思
い
と
ど
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

３
．
傾け

い

聴ち
ょ
う

　

相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
し
っ
か

り
と
悩
み
に
耳
を
傾
け
ま
す
。
相
手
の

つ
ら
い
気
持
ち
に
共
感
し
、
う
な
ず
く

だ
け
で
十
分
で
す
。
ま
た
、
相
手
を
責

め
た
り
、
励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
は
厳

禁
で
す
。
話
を
聴
い
た
ら
、
相
手
を
ね

ぎ
ら
い
ま
す
。

４
．
つ
な
ぎ

　

必
要
な
場
合
は
専
門
家
や
専
門
機
関

を
紹
介
し
た
り
、
相
談
す
る
よ
う
に
勧

め
た
り
し
ま
す
。
一
方
的
に
押
し
つ
け

ず
、
相
手
の
了
承
を
得
ま
す
。

●
専
門
機
関　

26
ペ
ー
ジ
の
「
こ
こ
ろ

の
相
談
電
話
」
を
確
認
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
民
を
対
象
に
「
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
参
加
希
望
の
人
は
、「
暮
ら
し

の
情
報
」８
月
15
日
号
を
確
認
す
る
か
、

福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
き
る
こ
と
を
支
え
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

９
月
10
日
㈰
か
ら
16
日
㈯
は「
自
殺
予
防
週
間
」

都
城
高
専
後
期
教
養
講
座

地
形
図
で
読
む
盆
地
の
近
現
代（
全
８
回
）

●
日
程　

10
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬
、
11
月

８
日
㈬
・
22
日
㈬
、
12
月
６
日
㈬
・
20
日

㈬
、
１
月
17
日
㈬
・
31
日
㈬

●
時
間　

18
時
30
分
～
20
時

●
場
所　

都
城
高
専

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
ほ
か
）

　

講
座
名
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、年
齢
、住
所
、連
絡
先
を
明
記
し
、

９
月
22
日
㈮
ま
で
に
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
都
城
高
専

☎
47

－

１
３
０
６　

FAX�

38

－

１
５
０
８

kikaku@
jim
.m
iyakonojo-nct.ac.jp

健
康
ラ
イ
フ
教
室

【
講
話
編　

糖
尿
病
に
関
す
る
ウ
ソ
と
ホ
ン
ト（
無
料
）】

●
日
時　
10
月
６
日
㈮　

19
時
～
20
時
30
分

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

【
食
事
編　

知
っ
て
得
す
る
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
予
防
の
食
事
】

●
日
時　

10
月
19
日
㈭　

９
時
30
分
～
13
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

地
下
１
階
）

●
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
０
０
円

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５
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は申し込み、 は問い合わせの略です

都
城
運
動
公
園

指
定
管
理
者
自
主
事
業

【
初
心
者
向
け
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
全
10
回
）】

●
日
時　

９
月
20
日
㈬
～
11
月
29
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
内
各
施
設

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
受
講
料　

２
千
円

【
初
心
者
向
け
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
（
全
10
回
）】

●
日
時　

９
月
28
日
㈭
～
12
月
28
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日　

９
時
～
11
時

※
毎
月
第
３
木
曜
日
は
除
く

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
庭
球
場

●
定
員　

15
人　

※
要
申
し
込
み

●
受
講
料　

２
千
円

【
初
心
者
向
け
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室（
全
10
回
）】

●
日
時　

10
月
３
日
㈫
～
12
月
12
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日　

14
時
～
16
時

※
10
月
24
日
㈫
は
除
く

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

●
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

●
受
講
料　

２
千
円

【
初
心
者
向
け
テ
ニ
ス
教
室
（
全
９
回
）】

●
日
時　

10
月
10
日
㈫
～
12
月
５
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日　

19
時
～
21
時

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
庭
球
場

●
定
員　

10
人　

※
要
申
し
込
み

●
受
講
料　

２
、５
０
０
円

　

９
月
14
日
㈭
ま
で
に
都
城
運
動

公
園
管
理
事
務
所　

☎
23

－

７
５
０
２

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
28
日
㈭　

①
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

②
13
時
45
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

ス
テ
ッ
プ
運
動
を
経
験
し
た
こ

と
が
あ
る
市
民

●
定
員　

①
30
人　

②
20
人

※�

要
申
し
込
み
。
通
院
・
治
療
中
の
人
は
、

主
治
医
に
相
談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

●
持
参
す
る
も
の　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
飲
み
物

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

小
学
生
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室（
無
料
）

●
日
時　

10
月
14
日
㈯　

14
時
～
16
時

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象　

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
小
学

２
～
６
年
生　

※�

要
申
し
込
み

　

氏
名
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、

緊
急
連
絡
先
を
、
10
月
６
日
㈮
ま
で
に
メ

ー
ル
で
都
城
市
陸
上
競
技
協
会
（
田
爪
）

☎
０
９
０

－

８
３
５
２

－

８
９
２
５

fukyu@
m
iyariku.org

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会

●
日
時　

（
講
義
）
10
月
７
日
㈯　

16
時
30
分
～

（
実
技
）
10
月
８
日
㈰　

８
時
～

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象　

新
規
で
審
判
員
資
格
を
取
得
し

た
い
人
、
競
技
者
と
し
て
日
本
陸
連
に
登

録
を
希
望
す
る
人

●
登
録
料　

３
千
円
程
度

　

９
月
24
日
㈰
ま
で
に
メ
ー
ル
で

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

☎
26

－

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

toriku3451@
yahoo.co.jp

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

●
科
目
・
日
時
・
受
講
料
・
開
講
日

手
編
科
（
１
年
）

毎
週
火
曜
日　

10
時
～
15
時

５
万
円　

10
／
３
㈫　

洋
裁
科
（
６
カ
月
）　

※
３
人
募
集

毎
週
木
曜
日　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

４
万
円　

10
／
５
㈭　

着
付
科
（
３
カ
月
）

毎
週
木
曜
日　

①
10
時
～　

②
13
時
～　

③

19
時
～　

１
万
１
、０
０
０
円　

10
／
５
㈭

※
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
（
２
カ
月
）

毎
週
月
・
木
曜
日　

19
時
～
21
時

３
万
円　

10
／
５
㈭　

※
Ｍ
Ｏ
Ｓ
エ
ク
セ
ル
資
格
対
策
講
座
（
２
カ
月
）

毎
週
火
・
金
曜
日　

19
時
～
21
時　

３
万
円　

10
／
10
㈫　

※
Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築
科
（
４
カ
月
）

毎
週
月
・
金
曜
日　

19
時
～
21
時

４
万
７
千
円　

10
／
13
㈮　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科
（
６
カ
月
）

隔
週
金
曜
日　

９
時
～
12
時

２
万
１
、０
０
０
円　

10
／
13
㈮　

隔
週
土
曜
日　

９
時
～
12
時

２
万
１
、０
０
０
円　

10
／
14
㈯　

洋
裁
科
（
６
カ
月
）　

※
５
人
募
集

隔
週
土
曜
日　

９
時
～
13
時

２
万
円　

10
／
14
㈯　

※
は
５
人
以
上
で
開
講

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

９
月
28
日
㈭　

14
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

糖
尿
病
の
食
事
管
理
や
薬
に
つ

い
て
の
講
演

　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

４
１
１
１

Miyakonojo City Public Relations 2017.923



毎月第３日曜日は「家庭の日」

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

「
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
生
活
を
続
け
た
い
」
と
誰
も
が
持
つ
願
い
の
実
現

の
た
め
、
市
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

               

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
６
８
５

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
。
高
齢
化

に
伴
い
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
も
見
込

ま
れ
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
も

大
幅
に
増
加
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
は
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設
だ
け
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
担
い
続
け
る
こ
と
が
難

し
く
、
新
た
な
仕
組
み
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

高
齢
者
を
地
域
が
支
え
、
高
齢
者
の
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
医

療
や
介
護
に
加
え
て
、
介
護
予
防
や
生
活

支
援
な
ど
を
一
体
と
な
っ
て
提
供
す
る
社

会
全
体
の
仕
組
み
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
で
す
。

　

こ
の
仕
組
み
は
、
病
気
の
治
療
や
リ
ハ

ビ
リ
、
入
浴
や
排
泄
の
介
助
な
ど
は
専
門

の
職
員
が
行
い
、
ご
み
捨
て
な
ど
の
簡
単

な
生
活
支
援
や
、
元
気
な
人
の
介
護
予

防
、
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
は
、
地
域
の

助
け
合
い
の
中
で
行
い
ま
し
ょ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

● 

「
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
」
を
支
え
る

取
り
組
み

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
家
族
や
周
囲
の

理
解
、
地
域
の
居
場
所
が
あ
れ
ば
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
啓
発
活
動
や
、
認
知

症
の
人
が
地
域
の
人
と
一
緒
に
過
ご
せ
る

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
の
支
援
な
ど
、
認

知
症
の
人
の
居
場
所
を
広
げ
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
各
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
は
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」
が

配
置
さ
れ
て
い
て
、
認
知
症
の
相
談
や
地

域
の
支
援
機
関
の
連
携
推
進
な
ど
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い

こ
と
や
、
不
安
な
こ
と
な
ど
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
施
設
名
・
所
在
地
・
連
絡
先

姫
城･

中
郷
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

上
町
17

－

20　

☎
26

－

８
３
３
９

妻
ケ
丘･

小
松
原
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

前
田
町
15

－

６�

デ
ラ
コ
ア
前
田
ビ
ル

１
０
１
号　

☎
23

－

９
７
１
２

五
十
市･

横
市
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

久
保
原
町
13

－

９　

☎
57

－

６
７
６
７

祝
吉･

沖
水
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

祝
吉
町
５
０
５
５
番
地
５�

ミ
ラ
・
ク
レ
イ

ン
１
０
２
号　

☎
26

－

４
２
１
２

志
和
池･

庄
内･

西
岳
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

庄
内
町
８
１
６
０
番
地
3　

☎
45

－

４
１
８
０

山
之
口･

高
城
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

山
之
口
総
合
支
所
内　

☎
29

－

１
６
８
２

山
田
・
高
崎
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
崎
総
合
支
所
内　

☎
45

－

８
４
１
１

地域包括ケアシステム

■介護
　施設・居住系サービス
　在宅系サービス
　介護予防サービス

■生活支援・介護予防
　老人クラブ
　自治会、NPO
　ボランティアなど

■住まい
　自宅
　サービス付き高齢者向け住宅など

■医療
　かかりつけ医
　急性期病院
　リハビリ病院など

地域包括ケアシステムは、おおむね30分以内に必要なサービスが提供される
日常生活圏域が単位です

相談業務やサービス
のコーディネートを
行います。

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入所

認
知
症
の
相
談
窓
口
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は申し込み、 は問い合わせの略です

子育て支援センター行事予定
◆都城市地域子育て支援センター	 ☎22－1659
９/20 ㈬
10時～

マタニティの会「スタイ作り」
対象：妊婦　※要申し込み

９/25 ㈪
10時～

とんとんクラブ「親子でおやつ作り」
対象：２歳以上の親子　※要申し込み

10/２ ㈪
10時～

ふたごの会
「ふたご以上の親子の集いの広場」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

10/11 ㈬
10時～

子育て広場「みんなであそぼう！」　
場所：中郷地区公民館　※要申し込み

◆山之口地域子育て支援センター	 ☎57-3298	

９/19 ㈫
10時～

なかよしひろば「ハイハイ競争やよち
よち競争、かけっこなどをします」
定員：20組　※要申し込み

９/21 ㈭
９時30分～

０歳の赤ちゃんroom
「絵本やふれあい遊び」

９/26 ㈫
10時30分～

高齢者施設慰問「おじいちゃんおばあ
ちゃんとのふれあい」
場所：ひばり苑　※要申し込み

10/ ３ ㈫
10時～

２・３歳Happyおやこ塾
「落ち葉で制作、クレヨンでお絵かき」
※要申し込み

◆山田地域子育て支援センター	 ☎64-3171
９/13 ㈬ 
10時～

おやつ作り　場所：けねじゅ苑
定員：15組　※センターで申し込み

10/ ６ ㈮
10時～ 身体測定

10/13 ㈮ 
10時～ 風船で遊ぼう

10/18 ㈬
10時～

バスハイク「公園で遊ぼう」
定員：15組　※センターで申し込み

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　	☎26-9587

９/29 ㈮
10時30分～

ママのひろば「親子ヨガ」　定員：12組
※ 要申し込み。動きやすい服装で、ヨガ

マットまたはバスタオル、飲み物を
持参

10/３ ㈫
10時30分～

なかよしちび組「ミニミニ運動会」
※ 動きやすい服装で、タオル、飲み物

を持参
10/４ ㈬
10時30分～

子育てカフェ「南九州大学の先生によ
る子育て相談会」

10/13 ㈮
10時30分～

ママのひろば「藍染め体験」
定員：10組　※要申し込み

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ　	☎62-0027
９/20 ㈬ 
10時～

ウルトラマン教室「ひかり園の先生と
一緒に遊びながら育児相談」　　

９/22 ㈮
10時～

タペストリー制作「秋バージョンのタ
ペストリーを作ります」

10/６ ㈮
10時～

センターの畑で芋掘り
※着替え、長靴を持参

10/10 ㈫
10時～

育児講座（コモンセンス）
「効果的な褒め方について」

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
＆
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
養
成
講
座
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
場
所　

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル（
中
町
１

－

７
）

●
定
員　

15
人　

※
要
申
し
込
み

●
内
容　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
基
礎
、
パ
ソ
コ

ン
基
礎
、
就
職
支
援

　

９
月
10
日
㈰
ま
で
に
宮
崎
県
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５

－

30

－

５
０
１
０

南
九
州
大
学
公
開
講
座

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

【
韓
国
語
上
達
の
第
一
歩　

読
め
る
書
け

る
ハ
ン
グ
ル
！
】

●
日
時　

９
月
20
日
㈬
～
22
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
定
員　

各
20
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円

【
秘
密
の
花
園
in
南
九
大　

世
界
で
一
つ

だ
け
の
寄
せ
植
え
を
作
ろ
う
】

●
日
時　

10
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰　

①
10

時
～
12
時　

②
14
時
～
16
時

●
定
員　

各
20
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円
（
材
料
費
ほ
か
）

【
う
た
ご
え
広
場
特
別
企
画　

佐
藤
達
男

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）】

●
日
時　

11
月
24
日
㈮　

18
時
～

●
定
員　

60
人　

　

南
九
州
大
学
企
画
広
報
課

　
　
　

☎
０
１
２
０

－

３
７
３
９

－

２
０

ロ
コ
モ
予
防
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
28
日
㈭　

13
時
～

●
場
所　

小
牧
病
院

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

ロ
コ
モ
予
防
体
操
、
体
力
測
定

　

小
牧
病
院

☎
０
７
０

－

４
６
９
０

－

７
９
５
５

子
育
て
や
虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
１
人
で
抱
え
こ
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
課
】　

☎
23

－

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　

☎
58

－

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　

☎
62

－

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　

☎
22

－

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５

－

78

－

３
７
３
７

く
ら
し
の
無
料
相
談
会

●
日
時　

10
月
７
日
㈯　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

相
続
や
離
婚
、
交
通
事
故
、
会

社
設
立
な
ど
の
相
談

　

宮
崎
県
行
政
書
士
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

－

３
２
４
０

Miyakonojo City Public Relations 2017.925



毎月第３日曜日は「家庭の日」

不
妊
相
談
・
妊
娠
総
合
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
相
談
・
予
約
電
話　

☎
23

－

４
５
０
４

【
不
妊
相
談
】

不
妊
に
関
す
る
治
療
な
ど
の
面
接
相
談

●
日
時　

第
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
相
談
方
法　

面
接　

※
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
30
分
～
15

時
30
分　

※
祝
日
を
除
く

●
相
談
方
法　

電
話
、
面
接　

※
面
接
の
場
合
は
要
予
約

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

９
月
21
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所　

※
要
予
約

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

９
月
19
日
㈫　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要
予
約
）

９
月
26
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※�

法
律
相
談
は
、
事
前
に
聞
き
取
り
が
必
要

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援
（
無
料
）

●
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
～
39
歳
の

無
職
の
人
と
そ
の
家
族

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

●
場
所　

み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城
（
東
町
４
街

区
30
号
）

　

み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

☎
36

－

６
５
１
０

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話
（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

【
都
城
保
健
所
】　

☎
23

－

４
５
０
４

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時　

※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　

☎
23

－

２
９
８
０

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時　

※
祝
日
を
除
く

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き（
無
料
）

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

特
定
健
康
診
査
（
無
料
）

●
対
象　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
か
ら
74
歳
の
人
、
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者

●
受
診
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
を
選
択

【
個
別
健
診
（
予
約
不
要
）】
特
定
健
康
診

査
実
施
医
療
機
関
で
受
診
く
だ
さ
い

【
集
団
健
診
（
要
予
約
）】

●
日
程
・
場
所

９
／
24
㈰
①
五
十
市
地
区
公
民
館

11
／
26
㈰
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※�

①
は
胃
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
、
②

は
胃
が
ん
検
診
を
同
日
実
施

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

上
下
水
道
局
夜
間
窓
口
移
転
の
お
知
ら
せ

　

上
下
水
道
料
金
な
ど
の
夜
間
収
納
窓
口

は
、
11
月
６
日
㈪
か
ら
、
同
敷
地
内
に
新

し
く
建
設
す
る
「
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」
に

移
転
し
ま
す
。

　

移
転
後
も
こ
れ
ま
で
通
り
、
休
日
お
よ

び
平
日
の
午
後
９
時
ま
で
は
、
上
下
水
道

料
金
な
ど
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
㈱
都
城
市
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
も
同
施
設
に
移
転
し
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
総
務
課

　
　

☎
23

－

４
５
１
０
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は申し込み、 は問い合わせの略です

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号

9 /17
㈰

畠中小児科医院 52‒6000
鵜木循環器内科医院（循・内） 26‒0008
宇宿医院（内・胃・消） 25‒9031
福島外科胃腸科医院（外・胃） 38‒1633
小牧病院（整） 24‒1212
かみながえクリニック（耳鼻） 25‒0224
財部歯科医院 38‒0467

9 /18
㈪

原田医院（内・小・外） 26‒3330
田口循環器内科クリニック（内） 24‒0600
ライフクリニック（内） 39‒2525
吉見クリニック（外・整・内） 58‒5633
花房泌尿器科医院 25‒1177
すみ産婦人科医院 23‒1152
たぐち歯科医院 38‒3330

9 /23
㈯

久保原田中医院（内・小） 22‒7700
柏村内科 22‒2616
海老原内科 64‒1211
柳田病院（脳・外） 22‒4862
江夏整形外科クリニック（整・ﾘｳ・ﾘﾊ） 51‒1122
岩下耳鼻咽喉科 51‒1187
タケザキ歯科 23‒9012

9 /24
㈰

教山内科医院（内・小） 62‒1205
有川呼吸器内科医院（呼・内） 24‒6677
みしま内科クリニック（内・循） 51‒8100
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛） 25‒7712
橘病院（整） 23‒7236
西元眼科医院 25‒8888
時任歯科医院 24‒7474

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局
9 /17 ㈰ ひばり、さわやか、都北町、くげ
9 /18 ㈪ ハートフル、下長飯、グリーン、みんなの

9 /23 ㈯ ハートハンズ、日研、東町、
みまたさくら、ひむか三股

9 /24 ㈰ そうごう上川東、さくら、しびた、
オレンジ、中原町

みやざき医療ナビ

各
種
が
ん
検
診

　

事
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

※�

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

す
れ
ば
、
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

【
胃
が
ん
集
団
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

10
／
５
㈭
高
城
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

10
／
６
㈮
横
市
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

８
時
30
分
～
11
時

●
検
診
料　

１
、２
０
０
円

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

●
対
象　

20
歳
以
上
で
和
暦
の
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性
（
平
成
10
年
・
８
年
…
）

●
日
程
・
場
所

９
／
19
㈫
①
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

②
山
之
口
地
区
公
民
館

10
／
11
㈬
①
横
市
地
区
公
民
館

②
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

10
／
24
㈫
①
五
十
市
地
区
公
民
館

②
中
郷
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

①
９
時
～
10
時

　
　
　
　
　
　

②
13
時
30
分
～
14
時
30
分

●
検
診
料　

１
、２
０
０
円

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

10
月
定
期
募
集
に
申
し
込
み
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
、説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
15
日
㈮　

14
時
～
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
人

①�

市
内
に
住
所
が
あ
り
生
活
し
て
い
る
人

※�

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に
３

カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

②�

同
居
す
る
、
ま
た
は
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※�

条
件
を
満
た
せ
ば
単
身
入
居
で
き
る
団

地
も
あ
り
ま
す
。
不
自
然
な
世
帯
分
離

を
し
て
い
る
場
合
、
申
し
込
み
不
可

③�

政
令
月
収
が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る

こ
と

④�
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

※�

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
不
可

⑤�

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

す
こ
や
か
長
寿
祝
金
の
支
給

　

長
寿
を
祝
福
し
敬
意
を
表
す
る
た
め
、

す
こ
や
か
長
寿
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象　

今
年
度
満
90
歳
に
な
る
人
で
、

９
月
１
日
現
在
で
市
内
に
３
カ
月
以
上
住

所
を
有
し
て
い
る
人

●
支
給
額　

２
万
円

●
受
領
方
法　

【
口
座
振
込
の
手
続
き
を
し
た
人
】

９
月
中
旬
に
口
座
振
込
予
定
。
振
込
完
了

後
に
封
書
で
通
知
し
ま
す

【
口
座
振
込
以
外
の
人
】

９
月
上
旬
に
受
取
案
内
文
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
記
載
さ
れ
て
い
る
窓
口
で
受
領

し
て
く
だ
さ
い

※�

案
内
文
書
、
受
け
取
り
に
来
た
人
の
本

人
確
認
書
類
、
対
象
者
の
印
鑑
（
ス
タ

ン
プ
式
は
不
可
）
を
持
参

　

福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
に
よ
る
生
育
障
害

　

海
外
の
除
草
剤
（
成
分
名
：
ク
ロ
ピ
ラ

リ
ド
）
が
残
留
し
た
輸
入
飼
料
を
与
え
た

家
畜
の
ふ
ん
尿
が
原
料
の
堆
肥
を
使
用
し

た
場
合
、
ト
マ
ト
や
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
な
ど

で
、
生
長
点
や
葉
の
萎
縮
、
果
実
の
奇
形

な
ど
の
生
育
障
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
堆
肥
を
購
入

す
る
際
は
製
造
履
歴
や
安
全
性
を
確
認

し
、
使
用
す
る
際
は
施
肥
量
を
守
り
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
が
原
因
と

疑
わ
れ
る
生
育
障
害
を
確
認
し
た
場
合
に

は
、
農
産
園
芸
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

農
産
園
芸
課　

☎
23

－

２
４
２
５

都城市がん検診

Miyakonojo City Public Relations 2017.927



くれよん号　木場信之さん
　私のおすすめの本は「ざんねんな偉
人伝」です。偉人の「ざんねんな」部
分にスポットを当てた、驚きながら楽
しく読める、新しいタイプの伝記です。
　図書館だけでなく、移動図書館車「く
れよん号」でも借りられます。なお、
くれよん号では約１カ月の貸し出し期
間なので、ゆっくり本を読むことがで
きます。ぜひ、利用ください。

都
城
島
津

「
起き

請し
ょ
う

文も
ん

用よ
う

紙し（
牛ご

王お
う
宝ほ
う
印い
ん
）」

都
城
島
津
邸
に
は
「
牛
王
宝
印
」

と
呼
ば
れ
る
護
符
が
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
牛
王
宝
印
は
、
厄
よ
け
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
ほ
か
、
神
仏
へ
誓

い
を
立
て
る
際
の
言
葉
を
文
書
に
し

た
「
起
請
文
」
の
用
紙
と
し
て
も
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
起
請
文
に

は
、
誓
い
を
破
れ
ば
天
罰
が
下
る
と

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

都
城
島
津
家
の
当
主
も
、
他
の
武

将
と
約
束
を
結
ぶ
際
に
、
牛
王
宝
印

を
使
用
し
て
起
請
文
を
作
成
し
ま
し

た
。
８
代
当
主
北ほ
ん

郷ご
う

忠た
だ

相す
け

が
肝き
も

付つ
き

兼か
ね

盛も
り

に
対
し
て
書
い
た
起
請
文
に
は
、

梵ぼ
ん

天て
ん

な
ど
の
有
名
な
神
の
ほ
か
、
的ま
と

野の

正し
ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

（
山
之
口
町
富
吉
）
の

神
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
起
請
文
に
地
域
の
神
を
記
す

こ
と
で
、
自

分
の
縄
張
り

を
他
者
に
知

ら
せ
る
効
果

が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

「
氷
冷
蔵
庫
」

食
料
の
冷
却
や
貯
蔵
に
使
う
冷
蔵
庫

は
、
現
在
は
電
気
で
冷
や
し
て
い
ま
す

が
、
か
つ
て
は
氷
を
使
っ
て
冷
や
し
て

い
ま
し
た
。
電
気
の
な
い
時
代
に
発
明

さ
れ
た
氷
冷
蔵
庫
は
、
上
段
に
氷
を
入

れ
、
そ
の
冷
気
で
下
段
の
食
料
を
冷
や

し
ま
し
た
。
そ
の
構
造
は
、
木
製
の
箱

の
内
部
に
ブ
リ
キ
板
が
貼
っ
て
あ
り
、

冷
気
が
外
に
逃
げ
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
氷
は
氷
屋
が

家
の
前
ま
で
自
転
車
や
リ
ヤ
カ
ー
で
運

び
、
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
出
し
て
台

所
へ
持
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
末
期
に
販
売
さ
れ
た
氷
冷
蔵
庫

は
、
当
初
あ
ま
り
普
及
せ
ず
、
第
２
次

世
界
大
戦
後
の
昭
和
30
年
代
に
な
っ
て

一
般
家
庭
に
普
及
し
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
40
年
代
以
降
、
家
庭
用
電

気
冷
蔵
庫
の
登
場
に
よ
り
、
氷
冷
蔵
庫

は
次
第
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。

図書館だより

特設コーナー

私のオススメ

◎問い合わせ	 都城市立図書館	 ☎22－0239
	 高城図書館	 ☎58－4224

都城市立図書館 ●休館日／ 9月18日・19日・23日・25日、10月2日・5日・9日・10日 ●開館時間／９：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／ 9月17日・18日・19日・23日・26日、10月3日・９日・10日・15日 ●開館時間／９：30～18：00

▪都城市立図書館　「空の日」「秋の絵本」ほか
▪高城図書館　　　「敬老長寿・素敵に輝いて」「中秋の名月」ほか

※読み聞かせ会などの情報は、
P21をご覧ください

「人類の祖先はヨーロッパで進化した」
デイヴィッド・Ｒ・ビガン（著）　野中香方子（訳）

馬場悠男（監訳・日本語版解説）　河出書房新社（出版）

人類の進化を「類人猿の進化」の見地から
スポットを当て、詳しく解説。目からウロ
コが落ちる１冊。

「あいたくなっちまったよ」
きむらゆういち（作）　竹内通雅（絵）

ポプラ社（出版）

父親やまねこは、家族の待つ家に帰るとこ
ろだった。すると、そこへ…。父親の愛が
あふれる絵本。

「みんなの防災えほん」
山村武彦（監修）　ＹＵＵ（絵）

PHP研究所（出版）

地震が起こったとき、台風が来たとき、火
事が起こったとき、どうしたらいい？
具体例を見ながら学んでみよう！

一般

児童・幼児 児童・幼児

９
月
８
日
㈮
～
11
月
26
日
㈰
の
期
間
、
都
城
歴
史
資

料
館
企
画
展
「
昭
和
を
見
て
き
た
道
具
展
」
で
展
示
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QUIZ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広報都城

■7月号クイズの結果【応募総数50通】
◎正解／①ふるさと	②ボンパク	③祈り

ク イ ズ

問　①周産期を支える全国○○○クラスの医療

答  
問　②自分の○は、自分で守る！
 

答  
問　③中心市街地中核施設の愛称「MALL　○○○○

（まるまる）」に決まりました

答  

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

7 月 9 日、「おかげ祭り」の本祭りを見に行き
ました。「おかげ祭り」という名前は「あらゆる
恵みに感謝する」という意味で名付けられたと、
今回初めて知りました。
当日は、朝からあいにくの雨。祭りの出発を見
ようと都城駅前に着いた時には、担ぎ手たちは既
に集まっていましたが、出発の時刻が迫ってきて
も、雨は止む兆しが見えません。しかし、定刻通
り、豪華絢

けん

爛
らん

な灯籠山車巡行や元気溢れんばかり
の太鼓パレード、そして生き生きとした踊り連が
始まると、担ぎ手たちは、雨で勢いがそがれるど
ころか、それ以上の情熱を燃やして突き進み始め
ました。
印象深かったのは、勇ましく和太鼓を叩いてい
た50代ぐらいの男性やリズム良く最後まで元気い
っぱいに和太鼓を叩いていた子どもたち、笑顔で
生気溢れる踊りを披露していた女性たちでした。
パレードを堪能した後は、祭りの屋台を巡って、
ライブコンサートを楽しみながら美味しい食べ物
も味わいました。
都城でまた一つ、最高の思い出を作ることがで
きました。

都城での初めての祭り
 Vol.2許

きょきん

錦さん（中国）

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

ふ
る
さ
と
納
税
が
全
国
ト
ッ
プ
で
、「
都
城
」
が
全
国

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。
地
域

に
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
都
城
が
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。

（
花
繰
町　

Ｍ
・
Ｅ
さ
ん
）

	

も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
。
い
ろ
ん
な
催
し
の
情
報

を
見
て
い
る
だ
け
で
、
子
ど
も
に
返
っ
た
み
た
い
に

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
遊
び
の
中

で
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
菓
子
野
町　

Ｒ
・
Ｏ
さ
ん
）

�

子
ど
も
よ
り
親
が
早
く
か
ら
計
画
を
立
て
、
作
品
づ

く
り
に
思
い
出
づ
く
り
と
忙
し
い
夏
休
み
に
な
り
そ

う
で
す
。
そ
ん
な
時
に「
ボ
ン
パ
ク
」が
あ
る
と
大
助

か
り
。
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
下
川
東
一
丁
目　

Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

�

大
き
な
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

災
害
へ
の
備
え
を
し
っ
か
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
城
町
桜
木　

Ｔ
・
Ｓ
さ
ん
）

�

７
月
号
の
表
紙
の
五
十
市
小
学
校
の
田
植
え
の
写
真
、

い
い
で
す
ね
。
私
は
農
家
に
生
ま
れ
た
の
で
、
な
お

さ
ら
懐
か
し
く
思
え
ま
し
た
。
ひ
ん
や
り
と
し
た
田

ん
ぼ
に
足
を
入
れ
、
手
伝
い
も
楽
し
く
で
き
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。（五

十
町　

も
り
ば
あ
ば
さ
ん
）

7月号



フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

POST　CARD

8 8 5 8 5 5 562 円切手を
お貼りください

　

商品提供事業者

都城市役所 秘書広報課 行
（広報都城  Vol.141  2017年 9 月号）

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
　話番号と、わたしの一言や 9月号を読んだ感想を書
　いて　〒885-8555 　秘書広報課まで。正解者の中か
　ら抽選でプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 9月30日㈯　当日消印有効
◎発表　本紙11月号
◎７月号当選者　野村みどりさん（横市町）他１人
※�このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募
集しています。詳細については、秘書広報課まで問
い合わせください

㈲ぎょうざの丸岡（志比田町7314）　☎46-1100

【生餃子（１０個）引換券４枚セット　６組】

サツマイモのおろしあえ 一日に5皿の野菜料理を食べよう！
※1人分1５０kcal、塩分0.５g

紫イモなど、サツマイモの品種が増えたことで、
料理によって彩りよく盛り付けでき、品種ごと
の食感や味が楽しめます。

サツマイモは、食物繊維が
多く、ビタミンやミネラ

ルなどが豊富で、疲労回復や風邪予防など健康維持に効果
のある食材です。また、イモ類のビタミンＣは、加熱して
も壊れにくい特性があります。

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

●材料（4人分）
　サツマイモ…240g　　　大根…160g
　三つ葉…４本　　　　　	揚げ油…適量
　Ａ　薄口しょうゆ…小２　みりん…小2/3
　　　酢…小１と1/2　　　

●下準備
　サツマイモ…1.5cm角のサイコロ状に切り、水
　　　　　　　につける
　大根…皮をむき、おろし金ですりおろす
　三つ葉…2cmほどに切る
　A調味料…事前に混ぜ合わせる

●作り方
　①サツマイモの水気を十分に切り、160度の油
　　で揚げる
　②揚げたサツマイモをボウルに移し、Ａを入れ
　　る
　③②のサツマイモに、大根おろしと三つ葉を入
　　れてあえ、皿に盛り付ける

　宮崎県を代表する丸岡
の餃子。新鮮な野菜と豚
肉がぎっしりと詰まった
生餃子引換券（各店舗共
通）を 6組にプレゼント
します。飽きのこないお
いしさが評判の餃子を、
ぜひ、ご賞味ください。



　津軽三味線の上
あがつま

妻宏光と、
シングライクトーキングのボーカ
リスト佐藤竹善が、スタンダー
ドナンバーからJ-POP、原点で
ある「津軽じょんから節」まで、
ジャンルを越えた名曲の数々を
お届けします。
●日　時　10月14日㈯
　　　　　17：00開演
●料　金　一般4,500円
　　　　　高校生以下3,000円
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成29年8月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,475世帯 （80） （311）
人口総数 163,062人 （7） （－978）
男　　性 76,672人 （20） （－381）
女　　性 86,390人 （－13）（－597）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

伝統の祭り「あげ馬」を守り継ぐ
都城盆地に伝わるあげ馬の奉納
が７月29日・30日、高城町穂満
坊の諏訪神社と同桜木の南方神社
で行われました。都城島津家の安
泰を願い伝わり、現在では、豊作
祈願の祭礼として行われるこの祭
り。殿様の名
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が行例を従え練り歩き、境内では勇
壮な荷馬引きや華麗な芸能などが披露されました。

　都城出身のプロドラマー、
トシ・ナガイさんによるドラ
ムクリニックを、３日連続
で開催。１日のみの参加や
見学も可能です。プロの技
を間近に見る絶好の機会。
ぜひ、参加ください。
●日　時　9月16日㈯～ 18日㈪　13：00～16：00
　　　　　※18日㈪は15：00まで
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

Toshi Nagai ドラムクリニックスペシャル

上妻宏光"Standard Songs"feat.佐藤竹善
三味線とPIANOで奏でる名曲達

みやこのじょうウオーキングマップ活用術

ウオーキングで
健康づくり !

今年の４月に都城市の新規採用職員となり、広報戦略担
当に配属され５カ月がたちました。市外出身の私は、都城
市民の１年生でもあり、大きな体で先輩の後ろを子ガモの
ように付いて、市内各所やイベントの取材に行き、その先々
の全てに魅力を感じる日々を過ごしています。最近では、関
之尾の滝の雄大さに心を奪われ、川幅いっぱいに広がり大
量の水が落ちる関之尾の滝のあまりの力強さに、ただただ
無言になりました。しかし、この魅力を皆さんに届けるに
は無言ではいけません。都城の魅力を少しでも多く届けら
れるように、文章力を磨いていきたいと思います。まだま
だ子ガモの私ですが、よろしくお願いします。　　　（斉）

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

市役所の開庁時間 平日8：30～17：15 ※土・日・祝日は閉庁

■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週月～金曜日　9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

■毎週木曜日
　市民課証明窓口は17：15～19：00まで夜間対応
■土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30～17：00	（12：00～13：00を除く）

　新市誕生10周年を記念
して、市内15地区のさま
ざまな団体と協働で製作
した「みやこのじょうウ
オーキングマップ」。15回
にわたって、冊子の紙面
だけでは紹介しきれない、
各コースの魅力や風景な
どを、製作に携わった皆
さんの声を交えて紹介し
てきました。

　このウオーキングマップは、市役所や各総合
支所、各地区市民センター、各地区公民館など
で配布しています。健康づく
りだけでなく、季節ごとに表
情を変える景色や各地区の新
たな魅力の発見に使ったり、
地域の人との交流に役立てた
り、ぜひ、ウオーキングマッ
プを活用ください。

みやこのじょう
ウオーキングマップ

最終回
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